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　本荘中央地区土地区画整理事業で町並みの

変貌が続いている由利橋通線の一角に、由利

本荘市造園業組合（鈴木和男組合長）が日本庭

園を設え、街行く人の心を和ませています。

　造園組合に加盟する６社が区画整理事業で

３号街区公園として整備されるまでの期間を

利用して、通称大門角交差点脇の空地にそれ

ぞれ趣の異なった日本庭園を提供。水やりなど

の世話は地元の老人クラブの西裏寿会（河村守

会長）の会員が引き受けました。善意が連鎖

した街角を爽やかな風が通り過ぎていきます。

　
道
の
駅
「
に
し
め
」
隣
接
の
四
　
の
畑

で
、
約
一
・
五
㍍
の
背
丈
に
生
長
し
た
ひ

ま
わ
り
約
五
十
万
本
が
咲
き
誇
り
、
訪
れ

た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
七
月
二

十
三
日
か
ら
八
月
十
七
日
に
わ
た
り
「
ひ

ま
わ
り
ま
つ
り
」
も
開
催
さ
れ
、
海
水
浴

客
や
家
族
連
れ
、
お
盆
で
帰
省
し
た
人
た

ち
が
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。 

　
一
面
を
黄
色
に
染
め
た
大
輪
が
、
風
に

揺
れ
な
が
ら
「
猛
暑
に
負
け
な
い
で
」
と

元
気
づ
け
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

ま
し
た
。 
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市
で
は
今
年
度
か
ら
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
有
線

テ
レ
ビ
）
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
受
信
区
域
）

の
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
市
内
各
地
域
の
出
来

事
や
ニ
ュ
ー
ス
、
緊
急
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
情
報
を
テ
レ
ビ
を
通
し
て
い
ち
早
く

伝
え
る
も
の
で
、
よ
り
身
近
な
「
み
ん
な
で
つ
く

る
テ
レ
ビ
」
で
す
。 

　
高
度
情
報
化
時
代
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
急
速
な
普
及
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行

な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。
み
ん
な
が
暮
ら
し
に
密

着
し
た
地
域
情
報
を
気
軽
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
あ
ら
ま
し
な
ど
を

お
伝
え
し
ま
す
。 

　
合
併
で
生
ま
れ
た
由
利
本
荘
市
は
面
積

一
千
二
百
平
方
㌔
。
県
内
の
市
町
村
で
は

最
大
の
広
さ
で
す
。
こ
の
点
か
ら
も
情
報

の
迅
速
な
伝
達
と
共
有
、
そ
し
て
一
体
感

の
醸
成
が
大
き
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
度
情
報
化
へ
の
的
確
な
対
応

を
め
ざ
す
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
は
、

市
の
一
体
性
と
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る

発
展
を
図
る
た
め
の
基
幹
的
な
情
報
通
信

基
盤
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。 

　
市
で
は
現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
受
信
区
域
）
を
こ
れ
ま

で
の
大
内
地
域
か
ら
岩
城
、
東
由
利
地
域

と
、
本
荘
地
域
の
う
ち
松
ケ
崎
、
北
内
越
、

石
沢
地
区
へ
の
拡
大
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
来
年
度
以
降
も
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
に
よ

る
エ
リ
ア
の
拡
大
と
合
わ
せ
て
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
も
実
施
し
、
平
成

二
十
二
年
四
月
に
は
市
内
全
域
で
テ
レ
ビ

放
送
の
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
、
自
主
放
送
サ

ー
ビ
ス
、
音
声
告
知
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス（
申
し
込
み
制
）
な
ど

を
行
う
計
画
で
す
。 

　
今
後
は
、
こ
の
高
度
な
情
報
網
を
活
用

し
、
防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進
や
地
域
活

性
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
の
一

層
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
エ
リ
ア
拡
大
に
向
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
へ
の
ご
協
力
と
合
わ
せ
て
、
新
規

加
入
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 
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市
の
全
域
へ 

市
の
一
体
性
と
バ
ラ
ン
ス
あ
る 

地
域
の
発
展
を
図
る
た
め
―
― 

　
地
域
に
お
け
る
公
平
で
透
明
な
情
報
共

有
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み

を
つ
く
る
こ
と
は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
や
課
題
を
解
決
す
る
糸
口
に
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
緊
急
時
の
連
絡
や
大

事
な
行
政
情
報
、
身
近
な
話
題
な
ど
、
地

域
の
共
通
認
識
を
得
る
基
盤
を
つ
く
り
、

活
力
あ
ふ
れ
る
社
会
形
成
の
た
め
の
連
携

を
図
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
事
業
で
す
。 

　
例
え
ば
、
地
理
的
な
要
因
や
通
信
手
段

の
不
足
な
ど
の
格
差
に
よ
っ
て
情
報
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
住
民

の
日
常
生
活
の
質
を
左
右
す
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
高
度
情
報
化
時
代
に

あ
っ
て
、
こ
う
し
た
格
差
を
解
消
す
る
必

要
が
あ
り
、
ま
た
、
合
併
に
よ
る
広
域
化

に
伴
い
、
地
域
住
民
の
積
極
的
な
行
政
参

加
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
も
あ
り
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し
て
情
報
の
共
有
化
を

促
進
す
る
こ
と
は
、
市
政
に
連
携
し
た

「
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
土
台
を

つ
く
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

　
誰
も
が
必
要
な
時
に
必
要
な
情
報
を
活

用
で
き
、
そ
し
て
そ
れ
が
価
値
を
創
出
す

る
環
境
づ
く
り
―
―
そ
れ
が
地
域
情
報
化

の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。 

　「
み
ん
な
で
つ
く
る
テ
レ
ビ
」
―
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
市
と
地
域
・
家
庭
を
ケ

ー
ブ
ル
で
結
ぶ
、
確
か
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
し
ま
す
。 

「
地
域
情
報
化
」
の
一
層
の 

 
推
進
を
目
指
し
て 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
行
う 

多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
内
容

CATCATVCATV

時代劇専門チャンネル　　　　　　◯東映
「暴れん坊将軍」 絶賛放送中！

C

ケーブルの敷設を進めていきます 

地域の情報をご家庭へ―― 

①自主放送番組の視聴 

　地域情報番組や文字放送番組など、
自主制作番組を視聴できます。現在、
保育園や学校、地域の話題などを取
り上げる「情報ランド」、行政制度
を分かりやすく解説する「テレビ市
民室」、病気の予防や健康づくりの
ための「健康の広場」などと合わせ、
市議会本会議の中継や特別番組など
も放送しています。 
　また、番組の空き時間を利用して
イベント案内や求人、道路情報など
を文字放送によりお知らせしていま
す。市内各地の気象状況を24時間
いつでも知ることができます。 

②音声告知放送の利用 
　加入世帯に設置される「音声告知
受信機」により、市や消防、地区、
学校、町内会などからの一斉放送を
受けられます。防災情報や避難情報
などの受信と合わせ、急ぎの連絡な
どに利用できます。 
③ＩＰ電話の利用 
　「音声告知受信機」にはＩＰ電話
機能が備わっています。これにより
市内の加入者間に限り、無料通話が
可能になります。 
④多チャンネル番組の視聴 
　自主制作番組などの基本放送のほ
か、別途受信料や視聴料金を支払う

ことで、ＮＨＫ・ＢＳ・ＣＳなどのさ
まざまなチャンネルを楽しむことが
できます。 
⑤インターネットの利用 
　別途お申し込みいただくことによ
り、ケーブルテレビの回線を利用し、
低料金で常時接続のインターネット
を利用できます。メールの送受信や
ホームページの開設などもできます。 

　このほか、一人暮らしの高齢者や
体の不自由な方が安心して暮らせる
よう、テレビ電話や健康管理機器を
付設したサービスなども行えるよう
になります。 

緊急放送 地域からのお知らせ ページング放送 

行政情報 生活関連情報 イベント映像 

営農情報 栽培技術情報 病害虫発生映像 
多重情報伝送システム 

電話、告知放送での
連絡が気軽に利用で
きます。 

情報検索システム 

サーバーに蓄積
した番組をいつ
でも自由に視聴
できます。 

多チャンネル放送 

鮮明な一般放送とBS、
CSを楽しめ、地上デ
ジタルにも対応します。 

学校間放送システム 

情報ネットワーク
を使って他の学校
との交換授業が受
けられます。 

図書検索システム 

読みたい本を検索
し予約することが
できます。 

情報ネットワークシステム 

行政情報など各種
提供情報やインタ
ーネットが楽しめ
ます。 

行政情報システム 

各種申請書様式の
取得や、施設の予
約状況が確認でき
ます。 

自主放送システム 

自分のまちのテレビ局
として、地元密着のニ
ュース、議会中継など
に活用できます。 

在宅健康管理支援システム 

保健センターなどと結び、血圧、
脈拍、体温等健康状態をチェック。
病気の予防に役立てます。 

CATVセンター 

スタジオ設備 デジタル編集編集による 
自主放送／文字放送主放送／文字放送 
デジタル編集による 
自主放送／文字放送 

サーバー サーバー 

BS CS

CS

BS

CS
送信点 

受信点 
（地上波） 

農業気象情報システム 

地元に設置の気象観測所
データから、微気象予測
を行います。 

加入者間はすべて 
無料、長電話も 
OKです。 

CATV電話を 
使っていつでも 
簡単に見られて 
すごく便利。 

皆さん自分で番組 
つくりませんか？ 
あなたも今日から 
プロデューサー！ 

他の学校の 
取り組みがわかり 
大変参考になる。 

仕事が終わって 
からでも申請書が 
　取り出せて便利。 

インターネットで 
多くの情報を 

　ゲットできるわ。 

この本、 
図書館にある 
かなあ。 

孫がサッカー 
で大活躍じゃ！ 

あんまり多くて 
どれを見ようか 
困っちゃう。 

 

告知放送や文字放送 
機能で緊急の災害情報 
や状況がすぐに伝えら 
れるので安心。 

夢と希望に満ちた地域コミュニティーへ 放送と通信、両方のサービスが手軽に 

（※は「申し込み制」となります） 

※ 

※ 
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合
併
を
期
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ど
う
生
か
し
、
地
理
的
な
ハ
ン
デ
ィ
な
ど
を

情
報
化
に
よ
っ
て
い
か
に
克
服
す
る
か

ー
。 

　
市
で
は
八
月
三
日
に
滋
賀
県
東
近
江
市
を
、
四
日
に
兵
庫
県
朝
来
市
と
同
県
養

父
市
を
訪
問
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
広
報
活
動
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に
据
え
て
取
り
組
む
、
三
市
の
担
当
者

の
言
葉
か
ら
は
確
か
な
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。 

東近江市総務部
ＣＡＴＶ推進課

小 梶 隆 司 課長

朝来市企画部
ケーブルテレビセンター

神  谷　 肇 所長

　
東
近
江
市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
「
ま

ず
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
基
盤
を
造
り
ま
す
。
そ
し
て
今
回
は

そ
の
基
盤
を
使
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
行

い
、
そ
れ
に
よ
り
地
域
情
報
を
き
め
細
か
に
、

あ
る
い
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
し
ま
す
」

と
い
う
二
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
と
い
う
説

明
を
し
て
い
ま
す
。 

　
い
わ
ゆ
る
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使

っ
て
何
が
で
き
る
の
か
と
言
う
と
、
健
康
福

祉
で
あ
れ
、
産
業
、
教
育
、
防
災
で
あ
れ
、

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る
可
能
性
が
広
が
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
事
業
そ
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
電
波
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
あ

る
中
で
「
今
さ
ら
テ
レ
ビ
か
」
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
「
単
に
テ
レ
ビ
で
は

な
く
、
総
合
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
っ
て
い
き

ま
す
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

　
合
併
前
、
防
災
無
線
や
有
線
放
送
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
町
で
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
違

い
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
し
た
し
、
合
併
で
面
積
も
広

く
な
り
、
一
体
感
を
ど
う
し
て
出
す
か
、
そ

れ
に
は
情
報
の
共
有
だ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て

一
体
感
が
醸
成
さ
れ
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と

が
大
切
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
既
存
施

設
の
サ
ー
ビ
ス
を
合
併
に
よ
っ
て
ど
う
す
る

か
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
し
た
。
基
本
的
に

は
こ
れ
ま
で
の
も
の
を
な
く
せ
な
い
、
旧
湖

東
地
区
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
全
市
的
に
実

施
し
よ
う
と
な
っ
た
訳
で
す
。 

  

　
既
存
の
異
な
る
設
備
で
そ
の
ま
ま
続
け
た

と
し
て
も
三
十
億
円
か
か
る
と
か
、
テ
レ
ビ

難
視
聴
地
域
が
あ
る
と
か
、
民
間
の
情
報
通

信
基
盤
が
全
市
に
行
き
届
い
て
い
な
い
な
ど

の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て

解
決
す
る
方
法
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
進
ん
で

き
て
い
ま
す
。 

　
合
併
前
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
拡
大
す
る

と
い
う
こ
と
で
は
、
う
ち
と
由
利
本
荘
市
と

は
よ
く
似
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
ち
ら
で
は

湖
東
の
も
の
を
広
げ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
造
る
の
で
あ
り
、
市
と

し
て
必
要
な
も
の
だ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

　
電
力
系
の
会
社
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
地
域
の
中
に
敷
設
し
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
そ
れ
を
利
用
し
な
い
で
自
前
で
や
る
の
か

と
い
う
意
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
国
の
支
援
を
活
用
し
た
方
が
経
費
を
低

く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
や
他
の
事
業
者
を
見
ま

す
と
商
業
性
、
収
益
性
を
意
識
し
た
中
で
う

ま
く
経
営
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
立
ち
上
が
り
は
行
政
か
ら
出
て
い
ま

す
が
、
実
際
の
運
営
は
民
間
に
近
い
形
で
や

っ
て
も
ら
お
う
と
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
の
事

業
運
営
を
考
え
て
い
ま
す
。 

  

　
伝
送
路（
ケ
ー
ブ
ル
）は
市
が
整
備
し
、
そ

れ
を
第
三
セ
ク
タ
ー
に
貸
し
出
し
ま
す
。
加

入
予
約
が
五
○
％
を
超
え
て
い
て
、
毎
年
二

億
円
を
施
設
使
用
料
と
し
て
得
る
市
財
政
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
描
い
て
い
ま
す
。
全
市

で
統
一
し
た
情
報
提
供
が
で
き
、
な
お
か
つ

今
よ
り
も
水
準
の
高
い
も
の
に
な
り
、
持
ち

出
し
金
も
既
存
の
ベ
ー
ス
よ
り
も
安
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
導
入
に
あ
た

っ
て
は
、
告
知
端
末
の
利
用
な
ど
に
よ
り
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

と
い
う
目
的
で
、
広
報
紙
と
は
別
の
役
割
機

能
を
持
つ
も
の
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。 

　
合
併
以
前
、
平
成
十
四
年
四
月
に
旧
朝
来

町
と
旧
和
田
山
町
が
開
局
し
て
い
ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
の
大
き
な
要
因
と
な

っ
た
の
は
、
旧
郡
単
位
で
設
置
さ
れ
て
い
た

Ｊ
Ａ
の
有
線
電
話
が
老
朽
化
し
、
当
時
加
入

者
も
二
〇
％
を
割
っ
て
い
た
状
況
で
し
た
し
、

阪
神
淡
路
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う

い
う
災
害
時
に
緊
急
的
な
連
絡
網
が
な
い
こ

と
、
ま
た
山
間
部
で
は
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域

を
多
く
抱
え
て
い
ま
し
た
。
旧
和
田
山
と
山

東
町
で
三
○
％
、
朝
来
町
が
七
○
％
、
生
野

町
に
至
っ
て
は
百
％
が
難
視
聴
地
域
で
、
そ

う
し
た
共
聴
施
設
の
更
新
時
期
で
も
あ
り
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
導
入
は
ど
う
か
と
い
う

声
が
上
が
り
、
や
る
な
ら
都
市
並
み
の
情
報

網
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
導
入
に
至
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
の

熱
心
な
取
り
組
み
に
も
後
押
し
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
受
信
区
域
は
市
全
域

で
、
局
舎
は
朝
来
と
和
田
山
の
二
局
舎
で
運

営
し
て
い
ま
す
。
朝
来
が
専
用
の
局
舎
で
、

和
田
山
は
県
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
借

り
て
い
る
形
で
す
。
開
局
し
て
五
年
目
。
加

入
率
は
、
世
帯
数
か
ら
見
ま
す
と
約
九
四
％

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
開
局
以
前
か
ら

行
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
合
併
前
の
平
成
十
六
年
一
月
に
、
旧
四
町

の
無
料
電
話
な
ど
、
旧
朝
来
町
と
和
田
山
町

の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
統
一
し
ま
し
た
。
交
換

機
の
整
備
な
ど
に
一
部
、
合
併
推
進
債
な
ど

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
四
月
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
な
ど
も
行
い
、
伝
送
路
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
な
ど
と
と
も
に
、

合
併
特
例
債
を
使
用
。
職
員
は
十
六
人
で
す
。 

   

　
最
初
、
和
田
山
地
域
の
中
心
部
な
ど
は
難

視
聴
地
域
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
「
な
ぜ
、

テ
レ
ビ
が
有
料
な
の
か
」
と
言
わ
れ
た
り
し

ま
し
た
が
、
全
市
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
文
字
放
送
や
音

声
告
知
放
送
な
ど
で
細
か
く
お
知
ら
せ
し
て

く
れ
ま
す
の
で
、
広
報
紙
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
部
分
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
回
覧
板

な
ど
は
、
ま
ず
回
り
ま
せ
ん
ね
。 

養父市政策監理部
秘書広報課兼
情報センター

山 本 康 雄 課長

　
平
成
二
年
に
台
風
一
九
号
災
害
で
有
線
電

話
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
が
寸
断
さ
れ
、
直
後
に
阪

神
淡
路
大
震
災
が
発
生
。
最
初
は
県
が
整
備

を
計
画
し
て
い
た
も
の
の
、
当
時
の
広
域
事

業
組
合
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備
を
引
き

受
け
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。 

   

　
養
父
市
自
体
が
被
災
し
た
た
め
、
緊
急
時

の
連
絡
網
の
必
要
性
が
住
民
に
広
く
浸
透
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
テ
レ

ビ
の
難
視
聴
地
域
で
も
あ
り
、
行
政
区
単
位

で
共
聴
施
設
を
維
持
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
困
難
に
な
る
な
ど
し
、
都
市
並
み
の

電
波
供
用
が
受
け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
構
築
し
た
訳
で

す
。 

　
郡
と
し
て
は
平
成
十
三
年
度
か
ら
本
格
稼

働
し
ま
し
た
。
旧
関
宮
町
で
は
平
成
四
年
か

ら
開
始
し
て
お
り
、
合
併
前
に
基
盤
整
備
を

完
了
し
新
市
へ
引
き
継
い
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
民
放
な
ど

の
中
継
局
設
置
が
二
年
後
の
た
め
、
朝
来
市

の
受
信
点
を
共
同
で
整
備
し
、
既
設
の
光
ケ

ー
ブ
ル
で
電
波
供
与
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
率
は
九
六
・
三

九
％
。
職
員
は
十
四
人
で
、
総
合
支
所
を
地

域
局
と
し
、
必
要
な
情
報
を
流
し
込
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。 

　
災
害
な
ど
の
際
に
、
地
域
の
住
民
の
安
否

確
認
を
す
る
方
法
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

携
帯
電
話
を
利
用
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

の
配
信
や
情
報
収
集
、
一
斉
メ
ー
ル
に
よ
る

出
動
体
制
の
確
立
な
ど
の
内
容
で
情
報
連
絡

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
掲
げ
、
年
末
を
完
成
目

途
に
、
携
帯
電
話
の
全
域
カ
バ
ー
を
目
指
し

て
中
継
局
の
設
置
も
進
め
て
い
ま
す
。 

   

　
市
の
特
長
か
な
と
思
わ
れ
る
の
が
、
学
校

区
単
位
で
市
民
自
ら
が
公
民
館
活
動
を
行
っ

て
い
る
こ
と
。
市
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
に

「
参
画
と
協
働
」が
あ
り
、
住
民
が
撮
影
し
た

ビ
デ
オ
な
ど
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
情
報
と

し
て
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
紹
介
す
る
と
い
う
形
が
定
着
し
て
い

ま
す
。 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
か 

滋賀県東近江市 
　平成17年2月、旧八日市市ほか1市4町が合併し、東近江市誕生。 
平成18年1月、新たに2町が合併。ケーブルテレビは旧湖東町で 
実施。人口118,374人、世帯数38,374人、面積383.36平方㌔。 

兵庫県朝来市 
　平成17年4月、旧朝来郡4町が合併し誕生。ケーブルテレビは 
旧4町で実施、合併前にサービスを統一。人口35,464人、世帯数 
12,131人、面積402.98平方㌔。 

兵庫県養父市 
　平成16年4月、旧養父郡4町が合併し誕生。ケーブルテレビは 
旧関宮町で先行し、平成13年に郡域全体へサービスを拡大。人口 
29,184人、世帯数9,922人、面積422.78平方㌔。 

■
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
一
括
し
て 

　
解
決
す
る
た
め
に 

■
広
報
紙
で
は
対
応
で
き
な
い 

　
部
分
を
文
字
放
送
な
ど
で
カ
バ
ー 

■
住
民
撮
影
の
映
像
を
受
け
、 

　
地
域
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介 

■
全
市
で
統
一
し
た
情
報
を
提
供
、 

　
高
い
水
準
で
、
持
ち
出
し
も
少
な
く 

■
加
入
率
は
約
九
四
％ 

■
郡
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を 

　
新
市
に
業
務
継
承 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
「
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
」 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
「
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
」 

「
都
市
並
み
の
情
報
網
」
の
整
備
を
目
指
し
て

「
都
市
並
み
の
情
報
網
」
の
整
備
を
目
指
し
て

災
害
な
ど
通
し
、
緊
急
連
絡
網
の
必
要
性
が
浸
透

災
害
な
ど
通
し
、
緊
急
連
絡
網
の
必
要
性
が
浸
透

在
宅
健
康
支
援
シ
ス
テ
ム
を
体
験（
右
） 

道
路
沿
い
に
掲
げ
ら
れ
た
横
幕（
上
） 

あ
さ  

ご 

ぶ 

や 

CATV 夢と希望に満ちた地域コミュニティーへ 
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武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
、
市
国
民
保
護
協
議
会
が
発
足
し
、
八

月
八
日
、
市
役
所
で
初
会
議
を
行
い
ま
し

た
。�

  

会
議
に
先
立
ち
、
会
長
の
柳
田
市
長
が
、

国
民
保
護
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、
国
、

県
の
地
方
行
政
機
関
や
地
方
公
共
機
関
な

ど
の
区
分
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
委
員
三
十

四
人
に
委
嘱
状
を
交
付
。
続
い
て
「
国
民

保
護
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

今
後
進
め
て
い
く
市
国
民
保
護
計
画
の

作
成
に
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。�

　
国
民
保
護
の
概
要
な
ど
の
説
明
が
さ
れ

た
協
議
で
は
、
諮
問
さ
れ
た
計
画
素
案
の

審
議
な
ど
が
行
わ
れ
、
「
武
力
攻
撃
を
受

け
た
こ
と
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
必
要

で
な
い
か
」
、「
危
機
の
際
、
市
民
へ
の
情

報
の
伝
達
は
ど
う
な
る
か
」
、
「
当
市
の

よ
う
な
積
雪
、
寒
冷
地
帯
で
は
、
こ
の
点

を
考
慮
に
入
れ
た
保
護
計
画
が
大
切
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
計
画
へ
の
反
映
を

検
討
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
協
議
会
で
は
、
今
後
市
民
か
ら
の
意
見

公
募
、
計
画
原
案
の
審
議
、
計
画
案
の
作

成
、
計
画
案
の
知
事
と
の
協
議
な
ど
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
作
業
を
進
め
、
来
年
二
月

に
は
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

発足した市国民保護協議会�

柳田市長が委嘱状を交付�

国
民
保
護
法
と
は�

　
武
力
攻
撃
事
態
等
（
武
力
攻
撃
事
態
お

よ
び
武
力
攻
撃
予
測
事
態
）
に
お
い
て
、

武
力
攻
撃
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
保
護
し
、
国
民
生
活
等
に
お
よ
ぼ

す
影
響
を
最
小
と
す
る
た
め
、
国
・
地
方

公
共
団
体
等
の
責
務
、
避
難
・
救
援
・
武
力

攻
撃
災
害
へ
の
対
処
等
を
規
定
し
た
法
律
。

避
　
難�

救
　
援�

武
力
攻
撃
災
害
へ
の�

対
処�

国民保護措置の全体の仕組（　　　　　　　　　）�由利本荘市国民保護計画素案�
より抜粋�

※防災行政無線、公共ネットワーク、衛星通信等を活用するとともに、情報伝達システムの改善に向けた検討、整備に努める�

国（対策本部）�

・警報の発令�

・避難措置の指示�
（要避難地域、避難先地域等）�

・避難の指示�

・救援�

（避難経路、交通手段等）�是正�

・警報の市町村への通知�

都道府県（対策本部）� 市町村（対策本部）�

住
　
民
（
協
　
力
）�

・警報の伝達（サイレン等を使用）�

・避難の指示の伝達�
・避難住民の誘導�
  （避難実施要領の策定）�

・武力攻撃災害への対処の指示�
  （消防庁長官による消防に関する指示）�

・武力攻撃災害への防御�

・応急措置の実施�
    警戒区域の設定・退避の指示�

・緊急通報の発令�

・消防�

・応急措置の実施�
    警戒区域の設定・退避の指示�

・生活関連等施設の安全確保�

・大規模又は特種な武力攻撃災害�
    NBC＝核・生物・化学兵器による攻撃等�
　　　　への対処�

・救援に協力�

・国民生活の安定�

・対策本部における�
　総合調整�

・対策本部における�
　総合調整�

・対策本部における�
　総合調整�

指  示�

・救援の指示�

是正�

指  示�

措置の実施要請� 措置の実施要請�

総合調整の要請�

総合調整� 総合調整�

総合調整の要請�

指 示� 指 示�

〔　　　　　　　　　〕�消防等を指揮、警察・�
自衛隊等に誘導を要請�

・食品、生活必需品等�
　の給与�
・収容施設の供与�
・医療の提供　等�

指定公共機関�

国、地方公共団体、指定公共機関等が相互に連携�

指定地方公共機関�
・放送事業者による警報等の放送�
・運送事業者による住民・物資の運送�

・日本赤十字社による救援への協力�
・電気・ガス等の安定的な供給�
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昭
和
二
十
年
、
空
襲
か
ら
逃
れ
て
旧
石

沢
村
に
集
団
疎
開
し
た
、
東
京
女
子
師
範

学
校
付
属
高
等
女
学
校
（
現
お
茶
の
水
女

子
大
附
属
高
校
）
の
生
徒
た
ち
と
受
け
入

れ
先
の
住
民
と
の
交
流
の
記
録
文
集
「
水

の
瀬
き
よ
き
」
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
平
成

八
年
。
語
り
継
が
れ
る
奇
跡
的
な
出
来
事

を
、
今
度
は
新
し
い
世
代
に
も
伝
承
し
よ

う
と
、
市
教
育
委
員
会
で
は
『
集
団
疎

開
』
と
し
て
復
刻
し
こ
の
ほ
ど
出
版
し
ま

し
た
。
出
版
に
は
疎
開
生
徒
た
ち
で
組
織

し
た
「
石
澤
に
桜
を
贈
る
会
」
（
鈴
木
道

子
会
長
）
か
ら
の
寄
付
金
が
充
て
ら
れ
、

学
校
、
図
書
館
や
県
内
の
教
育
関
係
機
関

な
ど
に
配
布
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
出
版
を
記
念
す
る

集
い
で
は
、
「
集
団
疎
開
か
ら
六
十
年
」

と
題
し
て
猪
股
哲
雲
氏
（
館
・
大
蔵
寺
住

職
）の
講
演
や
、旧
石
沢
村
長
に
縁
の
あ
る

猪
股
義
周
氏
の
ピ
ア
ノ
演
奏
と
澁
谷
惠
子

さ
ん
の
懐
か
し
い
唱
歌
の
独
唱
な
ど
で
、

往
事
を
振
り
返
り
ま
し
た
。�

　
県
由
利
地
域
振
興
局
主
催
の
知
事
と
語

ろ
う
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
」
が
八

月
十
七
日
、
本
荘
公
園
本
丸
の
館
で
行
わ

れ
、
寺
田
典
城
知
事
が
本
市
と
に
か
ほ
市

の
市
民
八
人
と
懇
談
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
懇
談
会
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
住
民

の
主
体
的
、
自
主
的
な
取
り
組
み
に
よ
る

特
色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
」
。
出
席

者
か
ら
は
「
地
域
を
元
気
に
す
る
の
は
人
。

人
を
元
気
に
す
る
の
は
山
や
緑
」
「
県
の

助
成
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
た
ら
、

自
治
会
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
」
「
若

い
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
声
に
も
耳
を
傾

け
て
ほ
し
い
」
「
鳥
海
り
ん
ど
う
の
全
国

屈
指
の
産
地
を
目
指
し
た
い
」
「
週
一
回

は
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
運
動
の
推
進
を
」

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
寺
田
知
事
は
「
子
育
て
支
援
や
学
校
教

育
の
充
実
な
ど
の
課
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
ト
ー
ク
を
契

機
に
、
よ
り
元
気
が
出
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。�

　
懇
談
会
を
傍
聴
し
た
県
関
係
者
や
市
民

な
ど
約
六
十
人
は
、
活
発
に
交
わ
さ
れ
る

意
見
か
ら
地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か

も
う
と
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。�

　
教
育
お
よ
び
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題

を
検
証
し
て
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
学
力

・
学
習
状
況
調
査
に
向
け
、
市
教
育
委
員

会
で
は
、
情
報
を
共
有
化
し
て
市
全
体
で

の
取
り
組
み
態
勢
の
醸
成
を
目
指
す
こ
と

な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
職
員
研
修
会
を

八
月
九
日
、
本
荘
東
中
学
校
で
開
催
し
ま

し
た
。�

　
研
修
会
で
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所

教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
学
力
調
査
課
の

篠
田
智
志
課
長
が
講
演
。
学
力
調
査
は
平

成
十
九
年
四
月
二
十
四
日
、
小
学
校
六
学

年
と
中
学
校
三
学
年
を
対
象
に
実
施
さ
れ
、

調
査
教
科
は
小
学
生
が
国
語
・
算
数
で
、

中
学
生
が
国
語
・
数
学
と
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。�

特
色
あ
る
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て�

知
事
と
語
ろ
う
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク
」�

寺田知事を囲んでさまざまな意見を交換�

由利本荘市の小・中学校の500�
人の教職員に講演した篠田氏�

教職員研修会�

学力・学習状況�
調査に向けて�

調査実施日は�
平成１９年４月２４日�

ピアノ演奏や唱歌の独唱を聴き疎開当時の�
時代を振り返りました�
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市
で
は
、
次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平

成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
管
理
代
行
を

行
う
団
体
（
個
人
は
不
可
）
を
募
集
し

ま
す
。�

　
公
募
期
間
は
、
九
月
四
日
　
か
ら
十

月
十
日
　
ま
で
で
す
が
、
申
請
を
希
望

す
る
団
体
は
、
九
月
二
十
六
日
　
ま
で

に
「
公
募
参
加
申
込
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
公
募
参
加
申
込
書
を
期
限

ま
で
提
出
し
な
い
団
体
は
、
申
請
を
受

け
付
け
ま
せ
ん
）
。�

　
施
設
に
関
す
る
質
問
は
、
事
前
に
文

書
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

質
問
事
項
へ
の
回
答
は
、
現
地
説
明
会

で
施
設
の
説
明
と
併
せ
て
行
い
ま
す
。�

　
な
お
、
電
話
で
の
質
問
は
受
け
付
け

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。�

　
公
募
期
間
終
了
後
、
申
請
書
を
選
定

委
員
会
で
審
査
し
、
本
年
中
を
め
ど
に

指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
選
定
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
候
補
者
は
、
市
議
会
の

議
決
を
経
た
後
、
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
す
。�

○
施
設
名
　
西
目
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン

タ
ー
「
か
し
わ
温
泉
」
（
温
泉
休
養
施

設
）�

○
施
設
所
在
地
　
西
目
町
西
目
字
釜
ケ

沢
九
十
六
番
地
五�

○
現
地
説
明
会
　
九
月
二
十
日
　
　
　

午
前
十
時
か
ら
（
参
加
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�

○
問
い
合
わ
せ
先
　
長
寿
支
援
課
高
齢

者
支
援
班
（
　
　
―
６
３
２
２
　
Ｆ
Ａ

Ｘ
　
―
０
４
８
０
）�

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項
な

ど
の
書
類
を
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
関
係
書
類
は
、
問

い
合
わ
せ
先
に
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。�

施
設
の
「
指
定
管
理
者
」
を
募
集
し
ま
す�

２４�

２４�

　
次
の
市
所
有
財
産
を
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
売
り
払
い
ま
す
。�

○
売
り
払
い
物
件
　
由
利
本
荘
市
本
田
仲

町
七
十
四
番 

宅
地 

四
八
九･

八
一
平
方
㍍

○
最
低
売
却
価
額
　
二
千
六
百
五
十
万
円�

○
入
札
参
加
資
格
除
外
　
地
方
自
治
法
施

行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
お
よ
び

第
二
項
に
該
当
す
る
も
の
は
入
札
に
参
加

で
き
ま
せ
ん
。�

○
入
札
注
意
書
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所

お
よ
び
日
時�

　
場
所
／
市
役
所
第
八
会
議
室
（
五
階
）�

　
日
時
／
九
月
六
日
　
午
前
十
時
〜�

○
入
札
執
行
の
場
所
お
よ
び
日
時�

　
場
所
／
市
役
所
第
八
会
議
室
（
五
階
）�

　
日
時
／
九
月
十
五
日
　
午
後
一
時
三
十

分
〜
（
入
札
手
続
は
午
後
一
時
二
十
分
ま

で
と
し
、
郵
便
に
よ
る
入
札
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
）�

○
入
札
無
効
に
関
す
る
事
項�

　
市
財
務
規
則
第
百
九
条
の
各
号
の
一
に

該
当
す
る
入
札
は
無
効
と
し
ま
す
。�

○
入
札
保
証
金
に
関
す
る
事
項�

　
入
札
金
額
の
百
分
の
五
以
上
を
入
札
前

に
納
付
の
こ
と
。�

○
売
買
契
約
の
締
結�

　
落
札
者
は
、
落
札
の
通
知
を
受
け
た
日

か
ら
五
日
以
内
に
売
買
契
約
を
締
結
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

○
問
い
合
わ
せ
先
　
市
本
荘
総
合
支
所
振

興
課
庶
務
班
（
　
　
―
６
２
６
３
）�

２４�

〜
日
本
建
築
学
会
百
二
十
周
年
記
念
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
〜�

募
集
が
始
ま
り
ま
し
た�
！�！�

申
込
書
の
提
出
は
９
月
　
日
ま
で
に�

２６�

　
日
本
建
築
学
会
東
北
支
部
で
は
、
市
内

の
歴
史
や
文
化
、
自
然
に
根
ざ
し
た
美
し

い
風
景
や
ま
ち
な
み
の
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
。�

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
い
た
し

ま
す
。�

▽
応
募
期
限
　
九
月
二
十
日
　
／
必
着�

▽
応
募
資
格
　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。�

▽
作
品
　
未
発
表
で
、
写
真
サ
イ
ズ
は
Ａ

３
判
以
内
、
写
真
の
タ
イ
ト
ル
、
そ
の
写

真
へ
の
あ
な
た
の
思
い
を
書
い
た
コ
メ
ン

ト
、
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
を
別
紙（
様
式
自
由
）に
記
入
の

う
え
添
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
写
真
の
裏
面
に
も
タ
イ
ト
ル
と
応
募

者
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。�

▽
提
出
先
　
市
企
画
調
整
課
　
〒
０
１
５

―
８
５
０
１
　
由
利
本
荘
市
尾
崎�

　
　
　
　
▽
そ
の
他
　
作
品
に
関
す
る
著

　
　
　
　
作
権
は
応
募
者
に
帰
属
し
ま
す

が
、
主
催
者
は
作
品
の
公
表
な
ど
を
す
る

権
利
を
無
料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
ま
す
。
作
品
の
返
却
を
希
望
す

る
方
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。�

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
（
　

　
―
６
２
２
６
）�

※
詳
し
く
は
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
７
月

　
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

２４�１５�

１７�

「
由
利
本
荘
市
の
魅
力
と
美
し
さ
」�

（月）�

（火）�

（火）�（水）�

（水）�

（水）�
（金）�

９� 広報ゆりほんじょう�

　市には、歴史や自然、文化などの魅力ある観光資源が
あります。市観光協会では、市内の観光施設を知っても
らい、広く情報発信につなげようと、管内の観光施設を
バスで巡る「第１回由利本荘市内観光施設巡りツアー」
を開催します。各コースとも、お住まいの地域以外の主
要な観光施設を巡るコースとなっています。�
この機会に、お誘い合わせのうえぜひご参加ください。�
▽と　き　９月２６日（火）、２８日（木）　（詳細は下表）�
▽ところ　各総合支所　（集合：午前９時　解散：午後
　　　　　５時ころ）�
▽コース　下表のとおり�

▽対　象　由利本荘市にお住まいの人�
▽定　員　各コース　先着２５人程度（９コース全体で２２５人）
▽参加費　事務局で準備する昼食代などの実費をご負担
　　　　　いただきます（１,５００円程度）。��
▽申し込み　９月４日（月）から１５日（金）まで、市観光協
　　　　　会支部事務局（各総合支所産業課内）へ電話
　　　　　などでお申し込みください。�
▽問い合わせ先　お近くの市観光協会支部事務局（各総
　　　　　合支所産業課内）または市観光協会事務局
　　　　　（市観光振興課内　２４－６３７６）�
   　　　　　　　　　※冬には、第２回のツアーが計画されています。�

「市内観光施設巡りツアー」�
見てふれて、�
新たな魅力を発見！�

参加者募集�

アクアパル→市役所・本荘公園→矢島郷土資料館→鳥海
荘（昼食・入浴）→花立牧場公園・ミルジー→鳥海山麓総
合案内所・直売所やさい王国→由利総合支所��

ハーブワールド→道の駅「にしめ」→アクアパル→三望
苑→岩城アイランドパーク（昼食・入浴）→天鷺村→天鷺
ワイン城→市役所・本荘公園→大内総合支所�

石油資源開発㈱由利原鉱場（天然ガス等）→大谷地池・コ
スモワールド→花立牧場公園・ミルジー→鳥海荘（昼食・入
浴）→矢島郷土資料館→市役所・本荘公園→西目総合支所�

鳥海山麓総合案内所→石油資源開発㈱由利原鉱場（天然ガス
等）→市役所・本荘公園→岩城アイランドパーク（昼食・入浴）
→天鷺村→天鷺ワイン城→折渡千体地蔵→鳥海総合支所�

鳥海山麓総合案内所→直売所やさい王国→花立牧場公園
・ミルジー→フォレスタ鳥海（昼食・入浴）→ふれあい農
場→道の駅「にしめ」→ハーブワールド→本荘総合支所�

石沢峡→岩館のイチョウ→八塩いこいの森→黄桜温泉�
「湯楽里」（昼食・入浴）→市総合体育館→天鷺村→天鷺
ワイン城→本荘総合支所�

ハーブワールド→道の駅「にしめ」→アクアパル→市役
所・本荘公園→はーとぽーと大内（昼食・入浴）→市総合
体育館→折渡千体地蔵→矢島総合支所�

市役所・本荘公園→ふれあい農場→花立牧場公園→フォ
レスタ鳥海（昼食・入浴）→鳥海山麓総合案内所→直売所
やさい王国→赤田の大仏→岩城総合支所�

アクアパル→市役所・本荘公園→市総合体育館→はーと
ぽーと大内（昼食・入浴）→折渡千体地蔵→天鷺村→天鷺
ワイン城→東由利総合支所�

期　日 集合・出発 コ　ー　ス 申し込み・問い合わせ

由利総合支所産業課�
　５３―２１１４�

大内総合支所産業課�
　６５―２２１６�

西目総合支所産業課�
　３３―４６１５�

鳥海総合支所産業課�
　５７―２２０５�

本荘総合支所産業課�
　２４―６３４９�

矢島総合支所産業課�
　５５―４９５３�

岩城総合支所産業課�
　７３―２０１４�

東由利総合支所産業課�
　６９―２１１６�

由利総合支所�

大内総合支所�

西目総合支所�

鳥海総合支所�

本荘総合支所�

本荘総合支所�

矢島総合支所�

岩城総合支所�

東由利総合支所�
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七
月
二
十
九
日
と
三
十
日
、
秋
田
市
向

浜
で
行
わ
れ
た
テ
ク
ノ
ゾ
ー
ン
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
昨
年
度
の
自
主
研
究
メ
ン

バ
ー
五
人
と
参
加
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は

自
分
た
ち
が
興
味
を
持
っ
た
既
存
の
椅
子

を
選
び
、
レ
プ
リ
カ
製
作
し
た
も
の
を
二

体
展
示
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
体
が

「
か
み
か
ん
か
ぐ
」
と
い
う
椅
子
で
す
。

二
種
類
の
紙
管
（
か
み
か
ん
）
の
ピ
ー
ス

を
編
み
物
の
よ
う
に
組
み
上
げ
て
い
く
こ

と
に
よ
り
形
状
を
形
成
し
て
い
て
、
接
着

剤
を
使
用
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
体
が「
ヒ
モ
イ
ス
」

で
す
。
戦
後
の
低
コ
ス
ト
で
作
る
と
い
う

目
的
か
ら
、

当
時
木
箱
の

材
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た

イ
ン
チ
材
と
、

ど
こ
に
で
も

あ
る
ヒ
モ

（
ロ
ー
プ
）

に
よ
っ
て
作

テ
ク
ノ
ゾ
ー
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て

　
　

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科

三
年　
山　
下　
祐　
貴

安
全
母
の
会
連
合
会
が
、
交
通
事
故
防
止

と
交
通
安
全
教
育
の
普
及
・
浸
透
を
図
ろ

う
と
、「
み
ん
な
で
す
す
め
る
交
通
安
全
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
八
月
二
十
一
日
か
ら

九
月
十
二
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
に
渡
っ

て
全
国
七
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
各
地

を
巡
回
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

伝
達
式
で
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
隊
長

で
あ
る
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
佐
藤

靖
子
会
長
が
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
の
交

通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
村
上
助
役
へ
伝
達
。

村
上
助
役
が
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
あ

と
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
へ
花
束
と
交
通
安
全

マ
ス
コ
ッ
ト
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
内
越
保
育
園

の
「
う
て
つ
元
気
太
鼓
」
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
園
児
た
ち
の
か
わ
い
い
な
が
ら
も

勇
壮
な
太
鼓
の
音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
ヒ
モ
イ
ス
」
は

秋
田
市
内
の
製
作
所
の
協
力
に
よ
り
再
現

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
椅
子
は
、
私
た
ち
の
予
想

以
上
に
多
く
の
来
場
者
か
ら
デ
ザ
イ
ン
や

素
材
、
座
り

心
地
な
ど
に

興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
ま

た
何
よ
り
大

き
な
収
穫

だ
っ
た
の
が
、

子
供
た
ち
か
ら
感
想
を
聞
け
た
事
で
す
。

「
揺
れ
て
面
白
い
」「
自
分
で
も
作
っ
て
み

た
い
」「
大
き
い
」「
固
い
」「
怖
い
」
な

ど
一
部
考
え
さ
せ
ら
れ
る
感
想
も
受
け
ま

し
た
。
今
ま
で
大
人
に
の
み
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
子
供

の
感
想
を
聞
け
る
と
い
う
事
は
、
自
主
研

究
の
目
的
で
あ
っ
た
「
使
い
心
地
を
考
慮

し
た
家
具
の
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
」
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
と
て
も
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
純
粋
に
思
っ
た
事
は
、
外
に
出
て
活
動

す
る
事
の
大
切
さ
で
す
。
大
学
と
い
う
囲

ま
れ
た
空
間
か
ら
地
域
に
出
て
活
動
（
還

元
）
す
る
事
が
結
果
的
に
自
分
た
ち
に
還

元
さ
れ
る
と
い
う
事
を
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
教
え
ら
れ
、
積
極
的
に
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

ヒモイス

かみかんかぐ

　

第
二
十
八
回
全
国
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
十
一
人
が
八
月
二
十
三
日
、
本
市
を

訪
れ
、
本
荘
公
園
前
広
場
で
交
通
安
全

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、�
全
国
交
通交通安全メッセージを伝達

通行止め解除の通行止め解除の
お知らせお知らせ

　県道「大川端伏見線」が

　通行できるようになりました

　県道「大川端伏見線」は

５月に発生した休石地内の

地すべりのため全面通行止

めとなり、利用される皆さ

まに大変なご不便をおかけ

しておりましたが、このた

び、県事業による土砂の除

去や仮設防護柵の設置工事

などが終了し、８月２４日�

午前１０時に通行止めを解除

しました。
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　◎本荘図書館　�２２－４９００
○９月のおはなし劇場

▽とき…９月９日�　午後２時～

▽ところ…本荘図書館児童閲覧室

▽内容…素話、絵本の読み聞かせ、かみしば
　　い、つくってあそぼう
○９月の展示
・日本とは？日本を創った政治家たち（一般）
・宮沢賢治の絵本（児童）
○曝書による休館のお知らせ
　９月２４日�～３０日�の期間、図書館の曝書
（蔵書整理）のため、休館いたします。
　ご不便をお掛けいたしますがご理解くださ
るようお願いいたします。

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
○お話し会「星のひとみ」

▽とき…９月１５日�　午後３時３０分
○９月の展示
・作家「大沢在昌」特集
・　「食欲の秋」“食”と“食育”特集
・絵本「いもとようこ」特集

　◎由利図書館　�５３－２１２１
○読み聞かせ会

▽とき…９月１６日�　午後３時

▽ところ…由利図書館「幼児室」

▽内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居、お話玉
　　手箱、つくってあそぼう「うさぎとお月
　　さま」
○「ご不用本」収集
・ご家庭にご不用の本（百科事典除く）があ
　りましたら、由利図書館へご持参ください。
　１１月３日、４日の「古本お持ち帰り」で活
　用させていただきます。

◎９月の休館日
・本荘図書館＝１７日�、１８日�、
　　　　　　　２３日�～３０日�
・岩城図書館＝４日�、１１日�、１８日�、
　　　　　　　１９日�、２３日�、２５日�
・由利図書館＝１８日�、２３日�

　来る１０月１４日から開催される第４２回全国社会人
サッカー選手権大会（第６２回秋田わか杉国体サッ
カー競技リハーサル大会）で選手の入場をエスコー
トするちびっ子を募集します。

▽募集人数　１１０人（先着順で定員になり次第締め切
　　ります。）

▽対　　象　由利本荘市在住の小学１・２年生（男
　　女は問いません）

▽締め切り　９月２２日�

▽申し込み先　市国体事務局サッカー競技担当今野
　　　（�２４－４５５５・ＦＡＸ２４－４５６５・Ｅメール：kokutai
　　@city.yurihonjo.akita.jp) までお申し込みください。

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエスススススススススススススススススススススススススススススススススコココココココココココココココココココココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズズををををををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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　　域の風土を歌う伝統の民謡「本荘追分」。この歌で自慢
　　ののどを競い合う「第２３回本荘追分全国大会」（市商工
会主催）が８月１９日、２０日に本荘文化会館で開催されました。
　今年の大会には年少、高年、大賞の部合わせて１５０人が
エントリー。１９日に予選が、翌２０日には大賞の部の二次予
選と決選が行われ、情緒豊かな「本荘追分」の熱唱に、訪
れた大勢の聴衆が魅了されていました。
上位入賞者
■大賞の部　優勝…長江亜津子さん（札幌市）、準優勝…
　菊池智宏さん（宮城県多賀城市）、第３位…松本ひろ子
　さん（仙台市）
■高年の部　最優秀賞…村井百合子さん（八郎潟町）、優
　秀賞…斉藤きょう子さん（秋田市）
■年少の部　最優秀賞…冨岡沙樹さん（仙北市）、　優秀賞
　…中村優さん（富山市）

さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
十
六
回
目
を
数
え

ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
二
部
構
成
で
行
わ

れ
、
一
部
で
は
映
画
「
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
」

の
テ
ー
マ
曲
や
フ
ィ
ン
ガ
ー
５
メ
ド
レ
ー

な
ど
聴
き
な
じ
み
の
あ
る
曲
の
ほ
か
、
来

年
開
催
さ
れ
る
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
ｍ
ａ
ｋ
ｅ　
Ｉ
Ｔ　
ｒ
ｅ

ａ
ｌ
」
や
同
国
体
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
な

ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
二
部
は
体
育
館

の
フ
ロ
ア
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
た
迫
力
あ

る
マ
ー
チ
ン
グ
シ
ョ
ー
。
四
十
二
人
の
部

員
た
ち
は
、
真
夏
の
夜
の
蒸
し
暑
さ
を
も

吹
き
飛
ば
す
力
強
い
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
、

観
客
席
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
繰
り

返
し
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

大賞の部を制した
長江さん　　　　

泰
覚
禅
師
が
始
め
た
と
さ
れ
、
二
百
年
以

上
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。
平
成
三
年

に
は
「
県
記
録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
」

に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
学
術
的
に
も
貴
重

な
祭
典
と
さ
れ
、
例
年
多
く
の
人
が
見
物

に
訪
れ
ま
す
。

　
　

国
的
に
も
珍
し
い
神
仏
混
交
の
祭
典

　
　
　
「
赤
田
大
仏
祭
り
」
が
八
月
二
十
二

日
、
赤
田
長
谷
寺
で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
「
閑
居
さ
ま
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
る
赤
田
長
谷
寺
の
開
祖
・
是
山

　

前
日
に
神
明
社
で
一
夜
を
過
ご

し
た
大
仏
の
分
身
の
観
音
様
は
、

獅
子
舞
や
獅
子
踊
り
、 
社  
切 
な
ど
、

し
ゃ 
ぎ
り

五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
な
ど
を

願
っ
て
舞
う
行
列
に
先
導
さ
れ
な

が
ら
、
み
こ
し
に
乗
っ
て
ゆ
っ
く

り
と
長
谷
寺
へ
。
石
段
を
登
り
、

境
内
へ
到
着
し
た
一
行
は
、
大
仏

殿
の
周
囲
を
回
り
な
が
ら
舞
や
踊

り
を
奉
納
し
、
み
こ
し
を
安
置
し

ま
し
た
。

　

見
物
に
訪
れ
た
大
勢
の
人
た
ち

は
、
の
ど
か
な
風
景
の
中
を
に
ぎ

や
か
に
進
む
行
列
に
、
手
を
合
わ

せ
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

息の合ったマーチング

叟
」（
下
直
根
講
中
）、
家
内
安
全
や
健
康
を
祈
願
し
て
出
演
団
体
の
獅
子

 
叟 
」（
下
直
根
講
中
）、
家
内
安
全
や
健
康
を
祈
願
し
て
出
演
団
体
の
獅
子

そ
うが

一
斉
に
振
ら
れ
る
「
獅
子
舞
大
競
演
」
な
ど
、
二
十
演
目
を
九
講
中
が

が
一
斉
に
振
ら
れ
る
「
獅
子
舞
大
競
演
」
な
ど
、
二
十
演
目
を
九
講
中
が

披
露
。
刀
や
扇
を
手
に
独
特
の
リ
ズ
ム

披
露
。
刀
や
扇
を
手
に
独
特
の
リ
ズ
ム

と
振
り
付
け
で
役
を
演
じ
る
番
楽
は
、

と
振
り
付
け
で
役
を
演
じ
る
番
楽
は
、

訪
れ
た
約
七
百
人
の
観
客
を
幻
想
の
世

訪
れ
た
約
七
百
人
の
観
客
を
幻
想
の
世

界
へ
と
引
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

界
へ
と
引
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

「
獅
子
舞
大
競
演
」

願いを込めて
獅子が舞う　

奉納されるみこし

八木山講中の八木山講中の

地

全
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年
が
初
の
開
催
と
な
る
「
パ
フ
ォ
ー
ミ

　
　

ン
グ
ア
ー
ト
イ
ン
大
内
」（
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ー
ト
イ
ン
大
内
実
行
委
員
会
主

催
）
が
八
月
十
九
日
、
道
の
駅
お
お
う
ち
の

ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
屋
外
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
野

外
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
多
彩
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
訪
れ
た
二
千
人
の
観
客

特
別
奨
励
賞
「
ロ
ス
リ
リ
オ
ス
」
チ
ー
ム
の

フ
ラ
メ
ン
コ

　　成１６年３月に閉校した由利地域の旧鮎
　　川小学校で、卒業生が卒業時に埋設し
たタイムカプセルの開封式が８月１５日、行
われました。
　今回開封したのは、平成１０年度に同校を
卒業し、今年成人を迎える卒業生たちが埋
めたタイムカプセル。暑い中、卒業生やそ
の父母、恩師など３０人以上が参加しました。
グラウンド脇に埋設されたタイムカプセル

を汗だくになって
交代で掘り進み、
ようやく取り出し
た時には一同から
わぁっと歓声が。
参加者は、掘り出
された思い出の
品々に目を細め、
当時を懐かしんで
いる様子でした。

思い出を掘り進む卒業生たち

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
た

自
画
像
を
持
っ
て

奨
励
賞
の
「
踊
る
ペ
コ
リ
ン
コ
」
チ
ー
ム

第
一
回
大
会
の
特
別
奨
励
賞
に
は
、
情
熱

的
な
歌
と
フ
ラ
メ
ン
コ
を
披
露
し
た
「
ロ

ス
リ
リ
オ
ス
」
チ
ー
ム
（
由
利
本
荘
市
）

が
、
奨
励
賞
に
は
、
楽
し
い
ダ
ン
ス
を
笑

顔
で
披
露
し
た「
踊
る
ペ
コ
リ
ン
コ
」チ
ー

ム
（
由
利
本
荘
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
は
盆
踊
り
も

行
わ
れ
、
思
い
思
い
の
仮
装

に
身
を
包
ん
だ
踊
り
手
が
夏

の
夜
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
」
と
は
、

音
楽
、
ダ
ン
ス
、
大
道
芸
、
手
品
な
ど
、

見
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
す
べ
て
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
指
し
ま
す
。
こ
の
日
は
、

市
内
外
か
ら
参
加
し
た
九
チ
ー
ム
の
ダ
ン

ス
や
手
品
、
弾
き
語
り
な
ど

が
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
披
露

さ
れ
、
五
人
の
審
査
員
が
十

段
階
で
採
点
。
そ
の
結
果
、

　
　

葉
商
科
大
学

　
　

吹
奏
楽
部
の

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
八
月
十
九
日

に
岩
城
総
合
体
育

館
、
二
十
日
に
岩
谷
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

二
日
間
で
約
五
百
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
一
年
お
き
に
開
催

海
地
域
で
三
百
八
十
年
も
の
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
獅
子
舞
と
番
楽

　
　

海
地
域
で
三
百
八
十
年
も
の
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
獅
子
舞
と
番
楽

が
競
演
す
る
「
第
三
十
三
回
鳥
海
獅
子
ま
つ
り
」
が
八
月
十
六
日
、

　
　

が
競
演
す
る
「
第
三
十
三
回
鳥
海
獅
子
ま
つ
り
」
が
八
月
十
六
日
、

鳥
海
健
康
広
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

鳥
海
健
康
広
場
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
に
京
都
醍
醐
寺
三
宝
院
の
修
験
者
・
本
海
行

　

寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
に
京
都
醍
醐
寺
三
宝
院
の
修
験
者
・
本
海
行

人
が
こ
の
地
に
伝
え
た
と
言
わ
れ
る
「
本
海
番
楽
」
は
、
平
成
八
年
に

人
が
こ
の
地
に
伝
え
た
と
言
わ
れ
る
「
本
海
番
楽
」
は
、
平
成
八
年
に

「
国
記
録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
記
録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ
た
会
場
で
は

　

か
が
り
火
に
照
ら
さ
れ
た
会
場
で
は
、、

杖
・
扇
を
手
に
親
子
で
舞
う

 　
  
杖 
・
扇
を
手
に
親
子
で
舞
う

さ
く 
じ
ょ
う

姿
が
目
を
引
い
た
「
御
神
楽
」（
八
木
山
講
中
）
や
、
延
命
息
災
、
安
穏

姿
が
目
を
引
い
た
「 
御  
神  
楽 
」（
八
木
山
講
中
）
や
、
延
命
息
災
、
安
穏

み 
か
ぐ 
ら

を
祈
念
し
、
悪
霊
を
大
地
に
踏
み
し
め
る
足
拍
子
が
見
ど
こ
ろ
の
「
三
番

を
祈
念
し
、
悪
霊
を
大
地
に
踏
み
し
め
る
足
拍
子
が
見
ど
こ
ろ
の
「
三
番

下
直
根
講
中
の

　
「
三
番
叟
」

仮
装
が
楽
し
い

盆
踊
り　
　
　

「御神楽」「御神楽」

平

鳥

今

千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

さ
ん　
ば



　
柳
田
市
長
と
井
島
議
長
が
選
手
を
激
励�

�

　
九
日
、
柳
田
市
長
と
井
島
市
議
会
議
長
が
本

荘
高
校
の
宿
舎
が
あ
る
堺
市
の
市
役
所
を
訪
問

し
、
同
市
の
加
藤
助
役
に
選
手
滞
在
中
の
御
礼

を
述
べ
た
後
、
尾
留
川
監
督
や
選
手
た
ち
と
対

面
。
十
八
年
前
も
ア
ル
プ
ス
席
か
ら
声
援
を
送

っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
柳
田
市
長
は

「
相
手
は
天
理
と
言
っ
て
も
、
皆
さ
ん
が
力
を

出
せ
ば
勝
て
る
相
手
。
存
分
の
プ
レ
ー
を
し
、

幸
運
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
恐
れ

る
こ
と
な
く
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。

ま
た
、
井
島
議
長
は
「
こ
う
い
う
機
会
は
め
っ

た
に
な
く
、
貴
重
な
経
験
に
な
る
は
ず
。
明
日

は
ぜ
ひ
と
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
力
づ
け

ま
し
た
。�

１４�広報ゆりほんじょう�

　第88回全国高校野球選手権大会に出場した本荘高校は8月10日、甲子園の常連・�
強豪の天理高校（奈良）と対戦。試合には惜敗したものの、3回目の出場で40年越�
しの初得点を記録するなど、地元の期待に応え活躍してくれました。�
　夏の夜の流星を思わせるきらめきを発したナインの姿をカメラで拾いました。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （文中敬称略）�

堂々の入場行進（６日）／写真提供：朝日新聞社�

甲
子
園
の
常
連
・
強
豪�

天
理
高（
奈
良
）に
善
戦�

�

打
線
が
奮
起
。
五
回
裏
、
本
荘
は
一
死
の
後
、

伊
藤
、
高
橋
が
と
も
に
三
遊
間
を
破
る
安
打
、

続
く
犠
打
で
二
死
二
、
三
塁
に
。
こ
こ
で
県
大

会
で
の
サ
ヨ
ナ
ラ
決
勝
打
の
記
憶
が
鮮
明
に
残

る
東
海
林
潤
が
打
席
に
入
り
ま
し
た
。�

�

　
東
海
林
、殊
勲
の
適
時
打
で
初
得
点�

　�　
気
迫
で
引
っ
張
っ
た
東
海
林
の
打
球
は
三
塁

線
を
強
襲
。
ベ
ー
ス
に
当
た
っ
て
打
球
が
大
き

く
バ
ウ
ン
ド
す
る
間
に
伊
藤
、
高
橋
が
相
次
い

で
生
還
。
つ
い
に
、
校
史
に
刻
む
初
得
点
を
挙

げ
ま
し
た
。
千
四
百
人
が
集
ま
っ
た
一
塁
側
ア

ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
は
大
歓
声
が
と
ど
ろ
き
、

ま
る
で
「
勝
ち
越
し
た
」
か
の
よ
う
に
喜
び
が

爆
発
。
誰
も
が
待
ち
望
ん
だ
瞬
間
で
し
た
。�

　
勢
い
づ
い
た
本
荘
は
六
回
に
も
、
鈴
木
謙
太

が
内
野
安
打
で
出
塁
。
主
将
・
鈴
木
徹
が
右
越

え
三
塁
打
を
放
っ
て
追
加
点
を
奪
い
、
さ
ら
に

捕
逸
で
自
ら
も
本
塁
を
踏
む
な
ど
、
懸
命
の
食

い
下
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。�

　
七
点
差
か
ら
一
転
、
執
念
の
猛
追
を
見
せ
る

ナ
イ
ン
に
応
援
席
か
ら
も
熱
い
声
援
が
飛
び
続

け
ま
し
た
。
逆
転
を
信
じ
、
声
を
限
り
に
叫
び

続
け
る
応
援
団
、
頬
を
つ
た
う
汗
と
涙
を
ぬ
ぐ

う
こ
と
も
せ
ず
ひ
た
す
ら
吹
き
続
け
る
吹
奏
楽

部
、
一
糸
乱
れ
ぬ
生
徒
た
ち
の
応
援
。
こ
の
日

の
た
め
に
各
地
か
ら
駆
け
つ
け
た
卒
業
生
や
野

球
部
Ｏ
Ｂ
、
そ
の
ほ
か
一
塁
側
ア
ル
プ
ス
ス
タ

ン
ド
に
い
た
す
べ
て
の
人
が
一
体
と
な
り
、
ホ

ー
ム
を
走
り
抜
け
る
選
手
の
姿
に
狂
喜
し
、
さ

ら
な
る
得
点
を
信
じ
て
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
ま

し
た
。�

　
し
か
し
、
終
盤
は
本
荘
・
伊
藤
、
天
理
・
後

藤
の
両
投
手
が
と
も
に
譲
ら
ず
、
膠
着
状
態
の

ま
ま
、
つ
い
に
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
駅
前
と
学
校
か
ら
応
援
部
隊
が
出
発�

�

　
同
じ
日
、
本
荘
高
校
正
面
か
ら
十
一
台
の
大

型
バ
ス
に
応
援
団
員
や
吹
奏
楽
部
員
、
一
般
生

徒
に
引
率
教
職
員
を
加
え
た
総
勢
三
百
五
十
人

が
乗
車
。
午
後
七
時
三
十
分
に
甲
子
園
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
駅
や
羽
後
本

荘
駅
な
ど
か
ら
は
、
本
荘
高
校
野
球
部
父
母
の

会
や
一
般
応
援
客
約
三
百
人
の
応
援
団
が
一
路

甲
子
園
へ
。
車
内
は
翌
日
の
決
戦
へ
向
け
て
一

致
団
結
し
た
応
援
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。�

�

　
天
理
に
リ
ー
ド
を
許
す
、苦
し
い
展
開�

�

　
こ
の
日
の
第
二
試
合
、
本
荘
ー
天
理
は
、
真

夏
の
強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
正
午
過

ぎ
に
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
先
攻
の
天
理
に
序
盤
に

二
点
、
中
盤
に
も
長
打
で
五
点
を
与
え
、
リ
ー

ド
を
許
す
厳
し
い
展
開
に
な
り
ま
し
た
。�

�

　
打
線
が
奮
起
、気
迫
で
立
ち
向
か
う
本
荘�

�

　
高
橋
佑
輝
の
後
を
受
け
た
右
腕
・
伊
藤
卓
が
、

劣
勢
に
傾
い
た
流
れ
を
断
ち
切
ろ
う
と
、
渾
身

の
ピ
ッ
チ
ン
グ
。
見
事
に
後
続
を
抑
え
る
と
、�

１５� 広報ゆりほんじょう�

う
な
る
右
腕
・
伊
藤
の
力
投�

５回裏、東海林の適時打で３塁走者伊藤が歴史に残る初得点のホームへ――�

大型バスに乗り込む生徒たち�

戦況を見守る尾留川監督�

六
回
、
鈴
木
徹
が�

右
越
え
三
塁
打�

一
塁
側
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン�

ド
で
は
喜
び
が
爆
発
！�

こ
ん�



　本荘高校の校史を飾る
快挙に、元気をいただき
ました。強豪チーム・天
理高校（奈良）を相手に、
序盤～中盤の劣勢から立
ち直り、最後まで諦めず、
互角の試合をした後輩た
ちに、あらためて敬意と
感謝の念でいっぱいです。�

　昭和４４年の卒業生です。
昭和４２年の全国大会初出
場が脳裏をよぎり、熱く
なりました。今回、甲子
園球場に応援に行きまし
て、感動を現地で味わっ
てきましたし、なつかし
い本荘弁も聞くことがで
き、実りのある夏の一日
になりました。�

１６�広報ゆりほんじょう�

　生徒たちの一糸乱れぬ応
援が本当にすばらしかった。
生徒・一般客の一体となっ
た力強い応援が、中盤の初
得点を呼んだと思う。名門
・天理高校とあれだけの試
合ができたことは、必ず次
につながっていくと信じて
いる。�

本
荘
高
校
甲
子
園
初
出
場
時
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
援
団
長�

　
　
　
　
　 

　
橋
　
篤 

さ
ん�

一糸乱れぬ応援すばらしい�

　本当にすばらしい、面白
い試合だった。過去２回の
甲子園出場では成し得なか
った初得点を、見事に挙げ
てくれた。負けはしたが、
強豪・天理高校相手に、や
ればできることを立派に証
明したと思う。�

本
荘
高
校
甲
子
園
初
出
場
時
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
野
球
部
主
将�

　
　
　
　
　
小
松  

一
男 

さ
ん�

やればできることを証明�

　本当に…本当によくここ
までがんばってくれました。
甲子園に連れて来てくれた
こと、こんなにいい試合を
見せてくれたことを誇りに
思います。涙はありません。�

野
球
部
鈴
木
徹
主
将
の
お
母
さ
ん�

　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
子 

さ
ん�

よく頑張ってくれました�

　選手たちはみんな甲子園
という大舞台にもかかわら
ず、のびのびとプレーでき
ていたと思う。�
　県大会からずっと応援し
てきて、甲子園へ連れてき
てもらっただけでもうれし
い。みんな本当にありがとう。�

本
荘
高
校
吹
奏
楽
部
　
部
長�

　
　
　
　
茂
木
　
祐 

君（
３
年
）�

みんな本当にありがとう�

市のホームページに寄せられた声�

静岡県清水町　�

　　吉川  義範 さん�

　　（本荘出身・64期生）�

東京都八王子市　�
　　畑山　  茂 さん�
　（東由利出身・48期生）�
　　　　  ツイ さん�
　　（本荘出身・49期生）�

………………………………………………�………………………� 　
九
回
裏
、
意
地
の
ソ
ロ
本
塁
打�

�
　
二
死
の
後
、
五
回
に
殊
勲
打
を
放
っ
た
東
海

林
が
さ
ら
に
意
地
を
見
せ
、
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー

ン
左
に
飛
び
込
む
今
大
会
第
二
十
号
本
塁
打
を

決
め
ま
し
た
。�

　
最
後
の
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
粘
る
本
荘

の
力
強
さ
を
象
徴
す
る
一
打
に
、
ま
た
も
ス
タ

ン
ド
は
割
れ
る
よ
う
な
大
歓
声
に
包
ま
れ
、
最

高
の
盛
り
上
が
り
に
。
球
場
か
ら
も
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。�

　
直
後
に
打
者
が
打
ち
取
ら
れ
、
追
撃
及
ば
ず

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
初
戦
突
破
こ
そ
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
先
攻
さ
れ
な
が
ら
も
闘
志
あ
ふ
れ

る
プ
レ
ー
で
強
豪
・
天
理
と
互
角
に
わ
た
り
合

い
、
校
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
刻
む
初
得
点
を

記
録
し
た
本
荘
高
ナ
イ
ン
。�

　
二
回
戦
進
出
は
次
回
へ
持
ち
越
し
と
な
り
ま

し
た
が
、
点
差
が
開
い
て
も
決
し
て
あ
き
ら
め

ず
懸
命
に
戦
う
姿
は
、
地
元
を
始
め
多
く
の
人

々
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。�

�

天
　
理
　
２
０
０
　
０
５
０
　
０
０
０
　
｜
７�

本
　
荘
　
０
０
０
　
０
２
２
　
０
０
１
　
｜
５�

�

　
留
守
部
隊
も
テ
レ
ビ
の
前
で
熱
狂�

�

　
こ
の
日
、
部
活
動
な
ど
の
た
め
甲
子
園
で
の

応
援
へ
行
け
な
か
っ
た
生
徒
な
ど
六
十
人
が
会

議
室
の
大
型
テ
レ
ビ
の
前
で
熱
い
声
援
を
送
り

ま
し
た
。
大
量
失
点
の
場
面
で
は
重
苦
し
さ
が

漂
い
ま
し
た
が
、
一
点
、
ま
た
一
点
と
追
い
上

げ
る
た
び
に
何
度
も
大
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。�

　
試
合
が
決
し
た
後
も
「
み
ん
な
す
ご
く
頑
張

っ
た
」
と
興
奮
を
抑
え
き
れ
な
い
様
子
で
チ
ー

ム
の
健
闘
を
讃
え
て
い
ま
し
た
。�

大
会
二
十
号
本
塁
打
を
放
ち
、�

ゆ
っ
く
り
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド�

を
回
る
東
海
林
潤�

猛
追
に
沸
く
留
守
部
隊
―
―�

１７� 広報ゆりほんじょう�

　
琵
琶
湖
漕
艇
場
で
八
月
一
日
か
ら
五
日

ま
で
行
わ
れ
た
、
十
八
年
度
全
国
高
校
総

合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
女
子

か
じ
付
き
四
人
ス
カ
ル
（
距
離
１
０
０
０

㍍
）
で
、
本
荘
高
校
（
下
野
、
土
田
、
岡

本
、
木
嶌
、
佐
藤
）
が
春
の
全
国
高
校
選

抜
大
会
に
続
く
準
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。�

　
三
月
の
全
国
高
校
選
抜
（
距
離
二
千

㍍
）
で
は
、宿
敵
宇
和
島
東
高
校
（
愛
媛
）

に
優
勝
を
譲
っ
て
い
ま
す
が
、
一
千
㍍
の

通
過
タ
イ
ム
は
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
舞
台
で
は
優
勝
を

狙
っ
て
力
漕
。
決
勝
で
宇
和
島
東
高
校
を

一
蹴
し
た
も
の
の
、
選
抜
大
会
三
位
だ
っ

た
朱
雀
高
校
（
京
都
）
と
の
競
り
合
い
に

あ
と
一
伸
び
及
ば
ず
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
が
、
子
吉
川
で
鍛
え
た
実
力
は
全
国
一

流
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。�

　
岡
本
彩
夏
主
将
は
「
漕
ぎ
は
ベ
ス
ト
だ

っ
た
け
れ
ど
、
結
果
的
に
は
悔
し
い
」

と
話
し
、
清
野
太
門
監
督
は
「
秋
の
兵
庫

国
体
で
も
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
。
ク
ル

ー
の
強
化
を
再
点
検
し
て
臨
み
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。�

ホ
ー
ム
コ
ー
ス
の
子
吉
川
で
力
漕
を
繰
り
返
す�

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
Ｖ
ク
ル
ー�

子吉川漕艇場近くに掲示�
された祝福の看板�

中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
で�

二
位
に
な
っ
た
佐
藤
美
鈴�

西
目
高
ペ
ア
と
本
荘
高
勢�

シ
ン
グ
ル
入
賞�

本
荘
高
女
子
ク
ル
ー�

準優勝�春に続き�コックス�
下野  幸子（３年）�

ストローク�
土田  香織（３年）�

３番・主将�
岡本  彩夏（３年）�

２番�
木嶌  佳奈（３年）�

バウ�
佐藤  　忍（３年）�

小
・
中
学
校
全
国
大
会�

本
荘
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
が
好
成
績�

子吉川で鍛えた力�全国大会で発揮�子吉川で鍛えた力�全国大会で発揮�

　
今
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
競
技
種
目
に
な
っ
た
カ
ヌ
ー
で
は
、

日
頃
子
吉
川
で
鍛
錬
し
た
実
力
を
全
国
の
晴
れ
舞
台
で
発
揮
。�

　
カ
ヌ
ー
フ
ラ
ッ
ト
ウ
オ
ー
タ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
は
八
月
七
日
、
山
梨

県
精
進
湖
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
行
わ
れ
、
レ
ー
シ
ン
グ
・
カ
ヤ
ッ
ク
シ

ン
グ
ル
五
百
㍍
で
、
佐
々
木
健
彦
（
本
荘
高
二
年
）
が
四
位
、
同
じ

く
女
子
で
小
野
祐
佳
（
本
荘
高
一
年
）
が
六
位
に
入
賞
し
、
九
日
に

行
わ
れ
た
二
百
㍍
競
技
で
も
佐
々
木
健
彦
が
五
位
、
小
野
祐
佳
が
六

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。�

　
レ
ー
シ
ン
グ
・
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
二
百
㍍
で
は
西
目
高
校
の
吉
野
龍

太
郎
（
三
年
）
と
高
橋
巧
（
二
年
）
の
ペ
ア
が
五
位
と
健
闘
し
ま
し

た
。�

�

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
平
成

十
八
年
度
全
国
中
学
生
カ
ヌ
ー
大
会
で
は

本
荘
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
の
佐
藤
美

鈴
（
本
荘
北
中
一
年
）
が
二
位
と
活
躍
し

た
ほ
か
、
小
学
生
の
全
国
大
会
で
も
好
成

績
を
納
め
ま
し
た
。�

　  

※
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た�

カヌー�

ボート�

ボート・カヌーで続々と上位入賞�！！



広報ゆりほんじょう１９

■９月９日は「救急の日」です
　病院群輪番制・小児輪番制という制度があるのをご存じですか？
　当番日に専門の医師が待機して診療に当たっていますので、症状
が重いときや夜間の診察のときは、次の病院をご利用ください。

【病院群輪番制】内科・外科など
診療時間
・日曜日、祝日、振替休日、年末年始は
　　　　　　　　　　　　　午後８時～（２４時間）
・平日（夜間）は
　　　　　　　　　　　　　午後６時～翌日午前８時

【小児輪番制】小児科（中学生まで）
診療時間
・日曜日の午前８時～午後６時
　なお、第４日曜日は本荘由利広域休日応急診療所で
も小児科医の診療を受けることができます。
・診療時間　午前１０時から午後４時

診　療　機　関診 察 日
由利組合総合病院日 曜 日
佐藤病院月 曜 日
由利組合総合病院火 曜 日
本荘第一病院水 曜 日
由利組合総合病院木 曜 日
本荘第一病院金 曜 日
由利組合総合病院土 曜 日

診　療　機　関診 察 日
由利組合総合病院第１日曜日
本荘第一病院第２日曜日
由利組合総合病院第３日曜日
佐藤病院第４日曜日
由利組合総合病院第５日曜日

■人間ドック・脳ドックの助成金申込について
　平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日までに市の人
間ドックや集団健診を受けず、個別に人間ドック・脳
ドックを受診した方へ助成金の申請を受付ております。
次に当てはまる方は健康管理課または各総合支所福祉保
健課に申請用紙がありますので、申請の手続きを行って
ください。

▽対象…３０歳～７９歳の市民（年齢基準日：平成１９年３月
　　３１日）※職場などで人間ドックに関する助成を受け
　　た方は、助成対象にはなりません。

▽申請に必要な物…領収書（原本）、印鑑、ドックの結果
　　票、振込先の口座番号（郵便局以外の本人名義）、保
　　険証

▽助成金額…人間ドック：受診料金の２　/　３で上限２万円
　　脳ドック：３，０００円

▽問い合わせ先…市健康管理課（�２２－１８３４）または各
　　総合支所福祉保健課

９月の診療日と予定当番医師

※当番医師は変更になる場合も
　あります。

▽問い合わせ…本荘由利広域休
　　日応急診療所（堤脇３０：旧
　　医師会病院�２４－３９１７）・
　　平日は福祉保健部健康管理
　　課（本荘保健センター�２２
　　－１８３４）

医　師　名日
西　村　茂　樹３
前　原　巳知夫１０
村　田　　　誠１７
山　田　暢　夫１８
奥　山　　　俊２３
酒　見　喜久雄２４

内 科 ・ 小 児 科

休日応急診療所
午前１０時～午後４時

検　診　料　金対　象　者検　診　名

（レントゲン）無料
（喀痰検査）該当者：５００円　希望者：１，２００円

４０歳以上胸部総合検診

７０歳以上：２００円　６９歳以下：５００円３０歳以上大腸がん検診

７００円３０～７０歳の女性骨粗しょう症検診

７０歳以上：３００円　６９歳以下：６００円３０歳以上の女性乳がん検診（視触診）

７０歳以上：４００円　６９歳以下：８００円
視触診を受けた方
で４０歳以上の女性

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ）

７０歳以上：８００円　６９歳以下：１，６００円２０歳以上の女性
子 宮 が ん ・
卵巣腫瘍検診

※生活保護世帯の方は、自己負担額が無料となりますので、受付時に「緊急時
　医療依頼証」を提示してください。
※非課税世帯の方は、基本健康診査および肝炎ウイルス検診の自己負担額が
　「非課税世帯証明書」の受け付け時の提示により無料となります。
　証明書は、税務課住民税班および各総合支所振興課税務班で発行しています。

■検診料金一覧　　　　　　　　年齢基準日／平成１９年３月３１日

■ポリオの予防接種日程について（９月）

・ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。
・ワクチンを６週間以上の間隔をおいて２回飲むと投与は完了です。
・予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地区で接種してください。
・詳しくは、市健康管理課または、各総合支所福祉保健課へお問い合わせください。

会　　　場受　付　時　間対　　象　　者対象地区曜日日
岩城保健センター１３：００～１３：３０平成１７年５月１日～平成１８年６月１日生岩　　城金１
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保
健
関
連
の
お
知
ら
せ
を
ま
と
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　　　　　　　　市健康管理課
（本荘保健センター内�２２－１８３４）
または各総合支所福祉保健課へ

・母子手帳、アンケート票、バスタオルを忘れずにお持ちください。
・３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行っ
　て来てください。
・本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。
・当日、受診できない場合、及び不明な点は各総合支所にご相談ください。

連　絡　先時　　間場　　所日

市 健 康 管 理 課
�２２－１８３４

１０：００～１１：４５東北日本電産ニッシン㈱１１�

１０：００～１１：３０ＴＤＫ由利本荘㈱
２０�

１４：００～１６：００佐 藤 病 院

１０：００～１２：００マックスバリュ本荘店
（不動産フェア）２３�

１３：００～１６：００

大内総合支所福祉保健課
�６５－２８１０

１０：００～１１：００㈱秋田新電元大内工場

２６� １１：２０～１２：２０大内保健センター

１５：００～１６：００ぽ ぽ ろ っ こ

市 健 康 管 理 課
�２２－１８３４１１：３０～１２：３０エイチエスケイ㈱２９�

※成分献血は、１時間ほどの時間が必要であり、場所によっては予約制の
　所もあります。事前にお問い合わせください。

ご協力ください献 血 ―　９月献血日程　―

問い合わせ先

会　　場受付時間対　象　者事　業　名対象地区日

大内保健センター１２：３０～１３：１０
平成１８年４月４日～５月１日生
平成１８年１月４日～２月１日生
平成１７年１０月４日～１１月１日生

４・７・１０カ月児健診大　内１�

由利福祉保健センター１２：４５～１３：００平成１６年１２月・平成１７年１月・２月・３月生１歳６カ月児健診由　利６�

西目保健センター１２：３０～１２：５０平成１７年１０月・平成１８年１月・４月生４・７・１０カ月児健診西　目８�

矢島保健センター１３：００～１３：１０平成１６年３月・４月・５月・６月生２歳児歯科健診矢　島１２�

由利福祉保健センター１２：４５～１３：００平成１７年１１月・平成１８年２月・５月生４・７・１０カ月児健診由　利１４�

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１７年２月生１歳６カ月児健診本　荘
２０�

大内保健センター１２：４０～１３：１０平成１５年１月２９日～４月２０日生３歳児健診大　内

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１５年３月生３歳児健診本　荘２１�

有鄰館１３：００～１３：３０
平成１５年１月・２月・３月・４月生
平成１７年１０月・１１月生
平成１８年１月・２月・４月・５月生

４・７・１０カ月児
・３歳児健診東由利

２６�

鳥海保健センター１２：００～１２：３０平成１６年１月・２月・３月・平成１８年１月・４月生２歳児歯科健診鳥　海

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１８年５月生４カ月児健診本　荘

２７�
矢島保健センター１３：００～１３：１０平成１５年１月・２月・３月・４月・５月生３歳児健診矢　島

岩城保健センター１３：００～１３：３０
平成１８年４月２６日～５月２７日生
平成１８年１月２６日～２月２７日生
平成１７年１０月２６日～１１月２７日生

４・７・１０カ月児健診岩　城

本荘保健センター１３：００～１３：３０平成１７年１１月生１０カ月児健診本　荘

２８� 矢島保健センター１３：００～１３：１０平成１７年１１月・平成１８年２月・５月生４・７・１０カ月児健診矢　島

岩城保健センター１３：００～１３：３０平成１６年１１月１９日～平成１７年３月２８日生１歳６カ月児健診岩　城
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地域情報コーナー

■国際理解講座「私から見た日本～そして祖国」
　日本に暮らす外国人の方たちに、日本はどのように
映っているのでしょうか。
　また、その方たちの祖国とはどのような国なのでしょ
うか。とっておきのお楽しみを準備して、皆さまの受講
をお待ちしています。

▽と　き　１０月４日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ　本荘勤労青少年ホーム

▽講　師　中国出身　朱　小蕾さん

▽と　き　１０月１１日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ　本荘勤労青少年ホーム

▽講　師　コロンビア出身　佐藤ピエダさん

▽と　き　１０月１８日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ　本荘勤労青少年ホーム

▽講　師　韓国出身　金　京淑さん

▽と　き　１０月２５日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ　本荘勤労青少年ホーム

▽講　師　ペルー出身　イルマ・カスタニエダさん

▽定　員　各３０人。託児室あります（先着１０人まで）。

▽申し込み・問い合わせ先　本荘公民館

■９月の健康相談

▽内　容　血圧測定、生活習慣病予防、その他

▽時　間　午前９時３０分～１１時３０分

■湯ったりほのぼの教室

▽と　き　９月２７日�

▽ところ　鶴舞温泉　中広間、大広間

▽内　容　健康相談（午前９時～１１時３０分）
　　　　　ＡＤＬ高齢者体操（午前１０時～１１時）
■骨粗しょう症予防講演会
　骨量は加齢とともに減少します。その結果、骨がスカ
スカになってしまい、骨折しやすくなることはもちろん、
他にも様々な症状が出てきてしまう病気です。
　骨粗しょう症を予防し、いきいきとした生活をするた
めに、骨粗しょう症の原因から予防法まで学んでみませ
んか。

▽と　き　９月７日�　受付：午後１時～１時２０分

▽ところ　本荘保健センター

▽演　題　丈夫な骨をコツコツつくろう
　　～これであなたも骨美人�

▽講　師　秋田県総合保健事業団　参与　浜出直人先生

▽申し込み・問い合わせ先　本荘保健センター
　※終了時間は３時頃を予定しております。
　※先月、実施した骨粗しょう症検診を受けられた方に、
　　講演会当日に検診結果をお渡しします。

■フィットネスジム登録講習会

▽と　き　９月１２日�　午後６時、２３日�　午後２時

▽ところ　アクアパル　　 ▽定　員　２５人（先着順）

▽年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
　※事前に電話等でアクアパルへ申し込みください。
■フリーマーケット「水辺のまち市場」

▽と　き　９月１７日�　午前９時～午後３時（雨天中止）

▽ところ　アクアパル南側正面広場（屋外４０区画・１区
　　画＝約１坪）

▽内　容　不用になった日用雑貨・衣類・書籍等

▽出店料　無料　　 ▽申込期限　９月１４日�
■カヌー教室

▽と　き　９月２４日�　午後１時～４時

▽ところ　子吉川（アクアパル集合）

▽対　象　小学３年生以上（小学生は保護者同伴）

▽定　員　２０人　（先着順）　　 ▽参加料　５００円（保険料）

▽持ち物　タオル、着替え　　 ▽申込期限　９月２２日�
■子吉川レガッタ２００６「第２７回市民ボート大会」

▽と　き　９月１０日�　　 ▽問い合わせ先　アクアパル

■児童館土曜教室

▽と　き　９月１６日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ　本荘中央児童館　　 ▽内　容　ミニミニ運動会

▽問い合わせ先　本荘中央児童館

■本荘生涯学習創作展の作品募集

▽対　象　生涯学習活動で制作した作品

▽展示期日　１０月１４日�～１５日�

▽ところ　アクアパル多目的ホール

▽申し込み・問い合わせ　９月２５日�まで生涯学習推進
　　課へ

健康管理課（本荘保健センター内）　�２２－１８３４

本荘公民館　�２２－０９００

生涯学習推進課　�２４－６２８４

場　　　所日
松ヶ崎基幹集落センター７日�
南内越公民館１２日�
北内越公民館１４日�
子吉公民館２６日�
小友公民館
石沢生活改善センター２８日�

アクアパル　�２２－５６１１

本荘中央児童館　�２２－３４８９

本 荘 地 域本 荘 地 域

　８月１５日発行本紙１０ページ「安全・安心な地域
のために」の中の写真で、（社）本荘法人会女性
部会長「小田恵美子さん」は「小田美恵子さん」
の誤りです。訂正しておわびします。

訂正・
おわび
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※マンモグラフィの申込受付は終了しましたが、希望される方は本荘保
　健センターへご連絡ください（�２２－１８３４）

【個別に医療機関で受ける場合】
　個別受診を希望される場合は、本荘保健センターで受付してください。

▽受付期間…９月８日�～９月１５日�　※土・日を除く。
　　受診券を検診料金支払い後にお渡しします。

▽医療機関…佐々木産婦人科医院（マンモグラフィは実施しません）　 
　　吉尾産婦人科医院（マンモグラフィは実施しません）
　　佐藤病院、本荘第一病院

▽受診期間…９月８日�～１０月６日�

※国の指針に基づいて、マンモグラフィは２年に１回の検査を推奨して 
　います
※詳細につきましては、８月１日発行の広報をご覧ください。

本 地域荘
乳がん（視触診・マンモグラフィ）・子宮がん・卵巣腫瘍検診

※胸部総合検診に申し込まれた方には、
　検診の個人通知はありませんので、
　前に配布しております各種検診受診
　券をお持ちください。
※大腸がん検診に申し込みされた方に
　は、問診票と検査容器を配布します。
※指定した日に都合の悪い方は、都合
　のよい日においでください。
※申し込みされていない方も当日受診
　できます。
※胸部総合検診で「異常なし」の人に
　は結果の個人通知はありません。

※申し込みされた方には、通知書（問
　診票）を配布します。
※申し込みされていない方も当日受診
　できます。

△

問い合わせ先…西目保健センター（�３３－３９８３）

胸部総合検診・大腸がん検診

西 地域目

骨粗しょう症検診

受　付　時　間会　　場月　　日
１３：３０～１４：３０
※マンモグラフィを受ける方
　１３：２０～１３：３０

由利組合総合病院
９月８日�
１１日�
１５日�

１３：３０～１４：００
※マンモグラフィは実施しません

小 友 公 民 館２２日�
ウッディーホールこだま２５日�
松ヶ崎基幹集落センター２９日�

１３：１０～１４：００
※マンモグラフィを受ける方
　１３：００～１３：１０

本荘保健センター
１０月２日�

４日�
６日�

受　付　時　間会　　　場対象町内検査月日
９：３０～１０：００出戸交流センター出 戸

９月２６日�

１０：２０～１０：４０沼 田 公 民 館沼 田
１１：００～１１：２０田 高 公 民 館田 高
１３：００～１３：２０潟 保 公 民 館潟 保
１３：４０～１４：００井 岡 公 民 館井 岡
１４：２０～１４：４０中 沢 公 民 館中 沢
９：３０～１０：１０海 士 剥 公 民 館海 士 剥

　　２７日�
１０：３０～１０：５０中 高 屋 公 民 館中 高 屋
１１：１０～１１：３０豊 栄 公 民 館豊 栄
１３：００～１３：２０上 高 屋 公 民 館上 高 屋
１３：４０～１４：４０保 健 セ ン タ ー若 松 町
９：３０～１０：３０〃若 松 町

　　２８日� １０：３０～１１：３０〃潟 端
１３：００～１４：００〃潟 端

受　付　時　間会場対象町内検査月日
９：３０～１１：３０
１３：００～１５：００西目保健センター西目地域全町内１０月３日�
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■第５４回子吉川はぜ釣り大会にご参加を

▽と　き　１０月１日�（小雨決行）受付：午前６時～６
　　時３０分、競技：午前６時３０分～１０時、審査：午前１０
　　時～１０時３０分　※参加費無料

▽ところ　友水公園　区域：子吉川（ＪＲ鉄橋付近～河口）

▽表　彰　はぜの部および特別賞　全員に参加賞

▽申し込み・問い合わせ先　９月２２日�まで本荘総合支
　　所産業課または、本荘地域の釣具店

■本荘郷土資料館「休館」のお知らせ
　９月２日�から１０日�までの期間、企画展示替えのた
め、土・日曜日は休館いたします。

本 荘 地 域本 荘 地 域

産業課　�２４－６３４９

■第１４回あまさぎワインまつり開催します

▽と　き　９月１０日�　午前１１時３０分

▽ところ　高城城址公園（亀田小学校前）
　　雨天時：亀田体育館　　 ▽入場料　無料

▽内　容　お楽しみ抽選会ほか、屋台・イベント

岩 城 地 域岩 城 地 域

■第１０回秋田馬子唄全国大会を開催

▽と　き　９月９日�　午前９時～

▽ところ　農村環境改善センター

▽ゲスト　王藤正蔵、菊地実、わかくさ会

▽入場券　大内公民館で５００円で発売中！
■堤台スポーツエリアテニスコートオープン中

▽利用時間　平日：午後１時～７時
　　　　　　土日・祝日：午前８時３０分～午後９時

▽利用料金　１時間４００円、ナイターの場合１，０００円

▽問い合わせ先　大内テニスコート（�６５－２００１）

大内公民館　�６５－２２１０

大 内 地 域大 内 地 域

本荘郷土資料館　�２４－３５７０

▽問い合わせ先　あまさぎワインまつり実行委員会（�
　　７４－２１００）
■ケーシーランキン　平和への道ライブ

▽と　き　９月５日�　午後２時開演

▽ところ　天鷺村（茅葺きの大型農家　佐々木家）

▽会　費　１，０００円

■田口清風（書）・渡部鉅太郎（写真）二人展開催中

▽と　き　９月１８日�までの午前９時～午後５時

▽ところ　亀田城佐藤八十八美術館　薬王寺館

▽休館日　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）

▽入場料　一般：５１０円、小中学生：３００円、
　※団体２０人以上割引有り。期間中は岩城インターチェ
　　ンジご利用の方に割引の優待もあります。

亀田城佐藤八十八美術館　�７４－２５００

■食生活改善講習会のお知らせ

▽と　き　９月１２日�　午前９時３０分～正午

▽ところ　有鄰館

▽内　容　①血圧測定・個別相談②講話と調理実習（試
　　食会）
　　テーマ：「肝臓病の予防」～肝臓にやさしい食生活～
　　講　師：三浦悦子さん　

▽受講料　無料

▽持ち物　健康手帳 ､エプロン、手ふき、筆記用具、ご
　　はん
　※送迎を希望される方は、前日まで福祉保健課（保健
　　師）へご連絡ください。

福祉保健課　�６９－２１１８

東由利地域東由利地域

■西目保健センターの開放日
　子育てをしているお母さんと赤ちゃんが、ゆっくりと
した広いスペースで思いっきり親子のふれあいが持てる
ように、西目保健センターの集団指導室を開放していま
す（楽しい遊具も準備しています）。

▽開放日　１日�、４日�、５日�、６日�、１１日�、
　　１２日�、１３日�、１４日�、１９日�、２１日�、２２日�、
　　２５日�、２６日�、２９日�　

▽時　間　午前１０時～午後３時
■親子のスキンシップ教室

▽と　き　９月２０日�　午前１０時～

▽ところ　西目保健センター

▽対　象　２ヵ月児からの親子
■かしわ温泉健康相談

▽と　き　９月２１日�　午前１０時～

▽ところ　かしわ温泉

西 目 地 域西 目 地 域

福祉保健課　�３３－４６２０

■敬老会開催のご案内　～これからもますますお元気で～

▽と　き　９月１６日�　午前１１時～

▽ところ　鳥海トレーニングセンター

▽対　象　昭和６年４月１日以前に生まれた方
　※敬老会出席の取りまとめについては、婦人会の方々
　　がお伺いしております。

福祉保健課　�５７－３５０１

鳥 海 地 域鳥 海 地 域

天鷺村　�７４－２５２５
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■西目保育園「ふれあい保育」を行います
　お子さんを保育園でのびのびと遊ばせてみませんか。
この機会に保護者とご一緒に遊びにおいでください。
　今回は「なかよし集会」で歌を歌ったりダンスをして
楽しく過ごします。

▽と　き　９月６日�　午前９時４０分～１１時

▽ところ　西目保育園

▽対　象　０歳～３歳の未就園の子ども

■第２２回健康マラソン開催に伴う道路の通行止めについて
　９月１０日�開催の健康マラソンについて、下記の日程
で道路（西目地域出戸町内）を通行止めいたします。近
隣住民の皆さんには多大なご迷惑をおかけしますが、ご
協力くださるようよろしくお願いいたします。

▽と　き　９月１０日�　午前１１時～正午まで（約１時間）

▽ところ　漁港関連道路丁字路～出戸集落センターまで
■山田敬蔵杯西目グラウンドゴルフ大会の参加者募集

▽と　き　９月１８日�　午前９時～

▽ところ　西目カントリーパーク多目的広場

▽参加費　１人３００円（申込時にお支払いください）
　　昼食をご持参ください。

▽申し込み先　９月９日�まで、各町内老人クラブ会長
　　または事務局須田秀雄（�３３－３３２６）
■「親子ビクス」参加者を募集
　小さなお子さんと一緒に「エアロビクス」を楽しみま
せんか？
①生後６ヵ月～１歳６ヵ月の子供とその保護者

▽と　き　９月２２日�、１０月２０日�　午前１０時３０分～１１
　　時３０分

②生後１歳６ヵ月～入園前の子供とその保護者

▽と　き　９月２９日�、１０月２７日�　午前１０時３０分～１１
　　時３０分

▽ところ　いずれも西目公民館シーガル　

▽参加費　無料

▽講　師　高橋美香子さん（キッズ・ジュニア・エアロ
　　ビック指導員）

▽定　員　親子２０組（西目在住の方優先となります）

▽申し込み先　西目公民館シーガル
■演劇「星の王子さま」上演します

▽と　き　１０月９日�　午後２時～

▽ところ　西目公民館シーガル

▽入場券　前売券有り

▽内　容　星の王子さまはフランスの作家サン－テグ
　　ジュペリの名作で作品の冒頭に「すべての子ども
　　だった大人へ」と書かれており、青少年や大人に
　　　〈ひたむきに、生きる意義を見つめ直し、友情と命
　　の尊さを訴える〉ファンタジー作品です。

▽問い合わせ先　西目公民館シーガル

西目保育園　�３３－２０２２

西 目 地 域西 目 地 域

生涯学習課　�３３－２３１５

　夏休み中の子どもたちを対象とした、わくわく子ども
キャンプが８月８日～９日、実施されました。
　野外活動を体験して自然に親しみ、仲間と協力するこ
とを知ってもらおうと実施されたこのキャンプには、矢
島小学校の３年生から６年生までの２１人が参加。午前中
は、花立公園内でボート遊びや釣りなどを楽しみ、午後
からは鶯川休憩所（森林管理事務所）でテントの設営や
薪集めなどを行い、夕食は子どもたちだけでカレーライ
スをつくり、なかなかの出来ばえに満足げな表情を見せ
ていました。
　夜にはキャンプファイヤーで新しい仲間たちと友情を
深め合い、子どもたちはこの夏に貴重な体験をして、自
然の楽しさやすばらしさを実感した様子でした。

野野外外活活動動のの楽楽ししささをを満満喫喫

▲

み
ん
な
で
楽
し
い
食
事

▲

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
冒
険

■公共施設休館日（９月上旬）

▽青少年ホーム　９日�の夜間、１０日�、日曜・祝日の
　　夜間（午後５時～）

▽寿康苑　３日�・１１日�
■寿康苑健康相談

▽と　き　９月１２日�　午前９時３０分～１１時
　　　（桃野・上原方面の送迎の日です。）

▽ところ　寿康苑

矢 島 地 域矢 島 地 域

生涯学習課　�５６－２２０３ 寿康苑　�５６－２９４０
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　�
　
６
２
５
１
）

２４

　

本
荘
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

人
権
思
想
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

９
月　

日�
１２

　

笹
子
公
民
館
（
鳥
海
地
域
）

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

９
月　

日�
１４

　

高
城
セ
ン
タ
ー
（
岩
城
地
域
）

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

９
月　

日�
２２

　

東
由
利
公
民
館

　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午

１０

　

後
３
時

▽
相
談
内
容　

人
権
相
談
（
差
別
、

　

信
用
、
住
居
の
安
全
、
近
隣
関
係
）、

　

困
り
ご
と
（
土
地
・
建
物
の
権
利

　

や
登
記
・
賃
貸
借
、
家
族
）、
子
ど

　

も
の
人
権
（
い
じ
め
、
不
登
校
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
人
権
擁
護

　

委
員
協
議
会（�
　
　�
　
１
２
０
０
）

２２

　
　
「
♯
９
１
１
０
」
は
、
家
庭
の
電

話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）
や
、
公
衆
電

話
、
携
帯
電
話
で
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
最
寄
り
の
警
察
総
合
相
談
窓
口
に

直
接
つ
な
が
り
、
防
犯
、
交
通
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
由
利
本
荘
警
察
署
で
は
、

住
民
安
全
相
談
所
に
専
門
相
談
員
を

配
置
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
警
察

　

署
（�
　
　�
　
４
１
１
１
）

２３

※
事
件
・
事
故
な
ど
の
緊
急
通
報
は

１
１
０
番
へ

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
と
き　

９
月　

日�
２０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館

▽
相
談
内
容　

不
動
産
・
会
社
・
法

　

人
の
登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後

　

見
な
ど

▽
申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談

　

セ
ン
タ
ー
秋
田
中
央
（�
０
１
８

　
　�
　
８
２
４　　�
　
０
０
５
５
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
司
法
書

　

士
会
（�
０
１
８　�
　
８
２
４　�
　
０

　

１
８
７
）

　

秋
田
労
働
局
で
は
、
職
場
で
の
い

じ
め
、
不
当
解
雇
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

の
身
近
な
個
別
労
働
問
題
に
つ
い
て
、

無
料
で
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▽
内
容　

①
総
合
労
働
相
談
コ
ー

　

ナ
ー
に
お
け
る
情
報
提
供
・
相
談

　

②
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導

　

③
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ

　

せ
ん

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局
企

　

画
室
（�
０
１
８　�
　
８
８
３　�
　
４

　

２
５
４
）
ま
た
は
秋
田
総
合
労
働

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
秋
田
労
働
基
準

　

監
督
署
内�
０
１
８　�
　
８
６
５　�
　

　

３
６
７
１
）

▽
と
き　

９
月
５
日�
　

午
前
９
時

　
　

分
〜
受
付
、
午
前　

時
〜
開
始

３０

１０

▽
と
こ
ろ　

本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

　

①
癒
し
の
音
楽
に
の
っ
て
「
子
ど

　

も
と
一
緒
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

　

講
師　

菊
地
美
栄
子
さ
ん

　

②
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　

講
師　

㈲
ほ
る
ぷ
新
社　

小
野
聡

　

さ
ん

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本

　

荘
保
健
セ
ン
タ
ー　
（�
　
　�
　
１
８

２２

　

３
４
）　

　
　
「
救
急
の
日
」
を
含
む
１
週
間
を

「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
り
救
命
率
を
上
げ
る
器
械
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
含
め

た
応
急
手
当
講
習
を
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
。
迅
速
な
１
１
９
番
通
報
と

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切
な

応
急
手
当
が
多
く
の
人
を
救
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
受
講
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
市
内
各
消
防
署
、
分
署

９
月　

日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

１１

か
け
て
安
心
『
＃
９
１
１
０
』　

〜
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
〜　

市
の
各
種
無
料
相
談　
　

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を　

ご
相
談
く
だ
さ
い　
　
　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」　

応
急
手
当
講
習
を　
　
　
　

受
講
し
ま
せ
ん
か　
　
　
　

楽
し
い
子
育
て
教
室　
　

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

秋
田
県
司
法
書
士
会
の
無
料
相
談
会

　来年４月に小学校へ入学するお子さんの健康診
断を９月～１０月中に実施します。忘れずに受診させ
るようにしてください。
　日程・会場などについては、該当児童の保護者に
対し、個々に通知します。ご不明な点はお住まいの
地域の教育事務所教育課（本荘地域は学校教育課）
へお問い合わせください。

修身館「猿倉人形芝居展」開催中修身館「猿倉人形芝居展」開催中
　修身館（本荘公園内）では、昭和４９年に県から無
形民俗文化財に指定された猿倉人形芝居「木内勇吉
一座」の人形芝居用の頭、衣装、小道具、由来を紹
介するパネル等の展示を９月末まで行っています。
　会場では、一座の活動や由来を紹介するＤＶＤも
ご覧いただけます。この機会にぜひお出でください。

▽問い合わせ先　修身館（�２８－４７２２）

忘れずに受診を！忘れずに受診を！

新入学児童の「健康診断」新入学児童の「健康診断」

８月３０日（水）～
９月５日（火）は、
「建築物防災
週間」です

広報ゆりほんじょう ２４

　

現
在
ご
使
用
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
、
９
月　

日�
ま
で
と

３０

な
っ
て
い
ま
す
。　

月
１
日�
か
ら

１０

使
用
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
、

９
月
中
旬
か
ら
９
月　

日�
ま
で
に

３０

ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
市
民
生
活
課

　

国
保
班
（�
　
　�
　
６
２
４
５
）

２４

　

本
荘
公
園
の
事
業
認
可
変
更
に
伴

う
関
係
図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す
。

▽
都
市
計
画
の
種
類　

　

本
荘
都
市
計
画
公
園
事
業

　

５
・
１
・
１　

本
荘
公
園

▽
縦
覧
場
所　

市
都
市
計
画
課
（�

　
　
　�
　
６
３
３
２
）

２４
▽
と
き　
　

月
４
日�

１０

　

午
前
９
時　

分
〜

３０

▽
と
こ
ろ　

由
利
本
荘
市
商
工
会

▽
受
検
料　

５
千　

円
１００

▽
申
し
込
み　

９
月
６
日�
ま
で
、

　

由
利
本
荘
市
商
工
会
（�
　
　�
　
８

２３

　

６
８
６
）
ま
た
は
商
工
会
各
支
所

特
例
措
置
は
９
月　

日
ま
で

３０

　

４
月
１
日
の
児
童
手
当
法
の
改
正

に
伴
い
、支
給
対
象
年
齢
が
小
学
校
３

年
生
（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
か
ら
小
学
校
６
年
生
（　

歳
到
達

１２

後
最
初
の
年
度
末
）ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

合
わ
せ
て
所
得
制
限
限
度
額
も
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
広
報
５

月
１
日
号
の　�
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

１２

　

児
童
手
当
は
請
求
が
無
い
と
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
対
象
と
な
る
方

は
必
ず
請
求
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
制
度
拡
充
に
よ
る
請
求
は
、

平
成　

年
９
月　

日
ま
で
に
受
け
付

１８

３０

け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的
に
４
月

１
日
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、　

月
以
降
に
手
続
き
さ
れ
た

１０

場
合
は
、
申
請
日
の
翌
月
か
ら
の
支

給
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
や
、
制
度
の
内
容
な

ど
、
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支
援

　

課　
（�
　
　�
　
６
３
１
９
）
ま
た
は

２４

　

各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
（
岩
城

　

総
合
支
所
は
市
民
課
）

▽
と
き　
　

月
１
日�

１０

　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
と
こ
ろ　

西
目
地
域
ほ
か

▽
内
容　

植
樹
活
動
（
西
目
浜
山
海

　

岸
保
安
林
）、
自
然
観
察
会
（
に
か

　

ほ
市
象
潟
町
中
島
台
）

▽
交
通
手
段　

市
役
所
前
、
由
利
地

　

域
振
興
局
前
か
ら
無
料
バ
ス
運
行

▽
募
集
定
員　

先
着　

人
２００

▽
応
募
期
限　

９
月　

日�
２０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

由
利
地
域
振
興
局
森
づ
く
り
推
進

　

課
（�
　
　�
　
８
３
５
１
）

２２

　

身
近
な
出
来
事
を
脚
本
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
応
募
資
格　

由
利
本
荘
市
ま
た
は

　

に
か
ほ
市
在
住
の
方

▽
賞　

最
優
秀
賞
（
副
賞
２
万
円
相

　

当
）
な
ど

▽
応
募
期
限　
　

月　

日�
必
着

１０

１３

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課

　
　
（�
　
　�
　
５
４
３
２
）

２２

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
各
総
合
支
所
窓

口
、
公
民
館
等
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.akita.lg.jp/

yurikenm
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

暮らしのお知らせ

国
保
被
保
険
者
証
が　
　

更
新
さ
れ
ま
す　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
が
テ
ー
マ
の　

対
話
劇
の
脚
本
を
募
集
し
ま
す

▽
ゆ
り
本
荘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ

　

り
、
メ
ン
バ
ー
が
丹
精
込
め
て
育

　

て
た
じ
ゃ
が
い
も　
�
が
、
養
護

４１

　

老
人
ホ
ー
ム
寿
荘
へ
寄
贈
さ
れ
ま

　

し
た
。

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

児
童
手
当
法
改
正
に
よ
る　

請
求
書
を
受
付
中
で
す　
　

県
森
林
祭
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

本
荘
都
市
計
画
公
園
事
業
の

事
業
計
画
を
変
更
し
ま
し
た

助成内容
　○イベント等開催支援
　　地域活性化イベントなどの開催費用（１　/　２助
　　成、上限１００万円）
　○講演会・学習会等開催支援　
　　地域づくりに資する講演会・学習会・ワーク
　　ショップなどの開催費用（上限２０万円）
　○調査・研究事業
　　県外先進地の活動状況などの調査研究や会員
　　の県外研修派遣費用（上限２０万円、グループ
　　の活動実績４ヵ月以上）
　○器材整備事業
　　ボランティア活動に必要な器材整備費用（上
　　限２０万円、グループの活動実績４ヵ月以上）
　※助成の可否については、市民審査員による審
　　査委員会により決定します。
対象団体　市民グループであり、自発的で公益の
　推進を目的とした活動を継続的に続けていく見
　込みのあるもの。
応募期限　１０月２日�　※今回は後期の募集。
申し込み・問い合わせ先　由利地域振興局地域企
　画課（�２２－５４３２）
参考ホームページ　http://www.pref.akita.lg.jp/

地域活動・市民活動を支援します地域活動・市民活動を支援します

販
売
士
２
級
検
定
試
験
が
あ
り
ま
す

訂
正
・
お
わ
び

　

８
月　

日
発
行
本
誌　
�
「
水

１５

２２

と
緑
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
育
成
事

業
」
の
お
知
ら
せ
の
中
で
、「
受

講
生
を
実
施
し
ま
す
」
と
あ
る
の

は
「
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
」
の

誤
り
で
す
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。



中学校男子の部 
中学校女子の部 
小学校男子 

小学校女子 

参加者を募集します 参加者を募集します 

２７ 広報ゆりほんじょう 

　グループで楽しく問題を解きながらゴールを　グループで楽しく問題を解きながらゴールを 
目指してみませんか。行きと帰りは「おばこ号」目指してみませんか。行きと帰りは「おばこ号」 
の車窓から、雄大な風景をご堪能ください。の車窓から、雄大な風景をご堪能ください。 

　グループで楽しく問題を解きながらゴールを 
目指してみませんか。行きと帰りは「おばこ号」 
の車窓から、雄大な風景をご堪能ください。 

と　き ９月９月１６日（土） 
［雨天決行］［雨天決行］ 
９月１６日（土） 
［雨天決行］ 

■とき １０月６日（金） 

■ところ 本荘文化会館 
■出演 冠 二郎、石原詢子、門倉有希 
■申し込み 往復はがき（１枚で１人分）に、 

住所、氏名、電話番号を記入し、 
返信用の表面にもご自分の住所・ 
氏名を明記の上お申し込みくだ 
さい。 
※申し込み多数の場合は抽選 

■申し込み・問い合わせ先 
〒０１０－８５０１　秋田市山王１－１－２ 
ＮＨＫ秋田放送局「ひるの散歩道」係 
　　　　　　　（1０１８－８２４－８１００） 

■申込期限 ９月１５日（金）必着 

開場   午後５時 
開演   午後５時４５分 
終演   午後７時３０分予定 

コース 西滝沢駅 ～ 西滝沢水辺プラザ ～ ゆり桜公園 ～ 
ゆりえもん（約１２㌔） 

対象・定員 小学生以上／先着50グループ、100人以内 

参加料 高校生以上　 １，０００円 
中学生以下　    ５００円 

賞　品 １位　フォレスタ鳥海施設利用券 
２位　ペンション四季宿泊券 
３位　ログハウス宿泊券 

持ち物 昼食、雨具、着替え、飲み物など 

問い合わせ先 由利高原鉄道㈱（1５６－２７３６  ＦＡＸ５６－２８５０） 

申し込み 

内　容 

●受　付　午前８時●受　付　午前８時２０分～分～４５分 
●開会式　●開会式　午前８時午前８時５０分 
●スタート　午前９時　午前９時１０分～分～ 

●受　付　午前８時２０分～４５分 
●開会式　午前８時５０分 
●スタート　午前９時１０分～ 

チェックポイント（第１チェックポイントはおばこ号の
中にあります）で問題を解きながら歩き、正答と基準タ
イムの得点によって順位を決定。ゴールの後は、ゆりえ
もんのお湯で汗を流してください。 

参加要件 本荘駅発午前８時６分 または矢島駅発午前８時６分の
鳥海山ろく線「おばこ号」に乗車して西滝沢駅に集合
できる健康な方。 

本荘総合支所産業課、矢島・由利・鳥海各総合支所振興
課、由利高原鉄道㈱本荘駅、前郷駅、矢島駅まで、参加料
を添えてお申し込みください。 
※申込用紙は、上記の各総合支所と駅にあります。 

申込期限 

※１グループ２～５名以内とします。１名での参加はで
　きません。中学生以下のみのグループは、保護者が別
　のグループで参加するなど、その行動に一切の責任を
　持てる場合に限り参加を認めます。 

※その他特別賞、全員に参加賞あり。 

９月１１日（月） 

ホームページ http://www. ybnet . jp/ ỹurirw/

※午後２時からの閉会式終了後は、前郷駅（ゆりえもん
　から徒歩５分）発のおばこ号を無料で利用できます。 

入場無料 

　市とＮＨＫ秋田放送局では、由利本荘
市誕生１周年を記念して、ＮＨＫラジオ
「ひるの散歩道」の公開録音を行います。
この機会に一流歌手のステージをたっ
ぷりとお楽しみください。 

第 7回 鳥海山ハーフマラソン大会 ―走りやすい平坦コースになりました― 

▽参加料　一般２,０００円、高校生以下１,０００円、 
　ペア２,５００円（保険料含む） 
▽申し込み　所定の申込書（ご連絡いただければ
　用紙を送付します）に必要事項を記入の上、参
　加料を添えて郵便局窓口でお申し込みください。 
▽申込期限　９月２０日（水）必着 
▽問い合わせ先　鳥海山ハーフマラソン大会事務
　局（鳥海総合支所産業課内  1５７－２２０５） 

▽と　　き　１０月７日（土）雨天決行  
▽スタート・ゴール　鳥海トレーニングセンター 
▽
種
目 

一般男子の部 １８～２９歳 
３０～４９歳 
５０歳以上 

ペ　　ア （内１人は小学生） 

高　校・一般男子の部 
高　校・一般女子の部 
高　校・一般女子の部 

５～６年生 
３～４年生 
１～２年生 

５～６年生 
３～４年生 
１～２年生 

一般女子の部 １８歳以上 

１０㌔

３㌔

３㌔

ハ
ー
フ 

　
マ
ラ
ソ
ン 

※ハーフマラソンの部は、高校生を除く 

公開録音を 
　 観覧しませんか 

NHKラジオ 
由利本荘市誕生１周年記念事業 

「ひるの散歩道」 

（保険料含む） 

※ご応募の際にいただいた情報は、受 
　信料のお願いに使用させていただく 
　ことがあります。 

ゲストランナー 浅 利 純 子さん 

冠  二郎さん 石原詢子さん 門倉有希さん 
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今
年
は
「
肝
臓
の
病
気
」
が
テ
ー

マ
。
聴
講
は
無
料
で
す
。

▽
と
き　

９
月　

日�
　

午
後
１
時

２３

　
　

分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

３０
▽
と
こ
ろ　

本
荘
文
化
会
館

▽
講
演
内
容

　

・
演
題
「
脂
肪
肝
は
怖
い
病
気
？
」

　
　

講
師　

東
京
女
子
医
科
大
学　

　
　
　
　
　

橋
本
悦
子
助
教
授

　

・
演
題
「
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
と
肝
癌

　
　

の
話
」

　
　

講
師　

東
京
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　

小
俣
政
男
教
授

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
管
理
課

　
　
（�
　
　�
　
１
８
３
４
）、
由
利
本
荘

２２

　

医
師
会
事
務
局（�
　
　�
　
４
０
８
５
）

２２

▽
と
き　

９
月
９
日�
　

午
後
５
時

　
　

分
〜
７
時　

分　

※
入
場
無
料

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

南
極
広
場
ス
テ
ー
ジ

　
　
（
白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
前
）

▽
内
容　

海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊

　

に
よ
る
に
か
ほ
市
吹
奏
楽
の
夕
べ

▽
問
い
合
わ
せ
先　

白
瀬
南
極
探
検

　

隊
記
念
館
（�
　
　�
　
３
７
６
５
）

３８

乙
種
第
４
類

▽
と
き　

９
月　

日�
〜　

日�

２１

２２

▽
と
こ
ろ　

大
曲
仙
北
広
域
交
流
セ

　

ン
タ
ー

▽
と
き　

９
月　

日�
〜　

日�
、

２８

２９

　
　

月
７
日�
〜
８
日�

１０
▽
と
こ
ろ　

秋
田
市
文
化
会
館

丙　

種

▽
と
き　
　

月　

日�

１０

１５

▽
と
こ
ろ　

秋
田
市
文
化
会
館

▽
申
込
期
限　

９
月
８
日�

▽
試
験
日　
　

月　

日�

１１

１２

▽
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
課
（�
　
　　�
　
４
２

２２

　

８
２
）、
本
荘
消
防
署
（�
　
　�
　
０

２２

　

０
１
１
）、
矢
島
消
防
署
（�
　
　５５

　�
　
２
１
１
１
）、
各
分
署

▽
と
き　

９
月　

日�
２９

　

午
後
１
時
〜
５
時　

分
１０

▽
と
こ
ろ　

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

消
防
法
施
行
規
則
で
定
め

　

る
建
物
全
体
の
収
容
人
員
が　

人
３００

　
 
以
上
の
特
定
防
火
対
象
物
で
、
甲

　

種
防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
て
い

　

る
方
の
再
講
習

▽
受
講
料　

３
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

　

な
ど
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月　

日�
ま
で
市
消
防
本
部
予

１５

▽
と
き　

９
月　

日�
　

午
前　

時
〜

２１

１０

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
在
住
で　

歳
以
上
の
人

５８

▽
年
会
費　

３
千
円

※
登
録
の
際
は
、
秋
田
銀
行
、
郵
便

局
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
の
預
金
通

帳
の
番
号
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（�
　
　�
　
２４

　

５
１
１
１
）

　　

韓
国
伝
統
の
考
え
方「
医
食
同
源
」

へ
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

①
９
月　

日�
②
９
月　

２２

２９

　

日�
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

　

分
※
同
一
内
容
で
２
回
開
催

▽
と
こ
ろ　

ア
ク
ア
パ
ル

▽
内
容　

①「
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
」

　

に
見
る
韓
国
人
の
健
康
志
向
②
現

　

代
韓
国
人
の
日
常
食
生
活
に
お
け

　

る
健
康
管
理
③
医
食
同
源
に
関
わ

　

る
食
材
（
筆
記
用
具
持
参
）

※
韓
国
伝
統
茶
と
韓
国
茶
菓
子
も
合

わ
せ
て
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▽
講
師　
 
朴  
權 
さ
ん

バ
ク 
コ
ン

▽
定
員　

各
回
先
着　

人　
１６

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

９
月　

日�
ま
で
、
由
利
地
域
国

１５

　

際
定
期
便
利
用
促
進
協
議
会
事
務

　

局
（
由
利
地
域
振
興
局
内
）（�
　
２２

　
　�
　
５
４
３
２
）

▽
と
き
・
内
容　

　
　

月
３
日�
〜
５
日�
　

第
１
種

１０

　
　

月　

日�
〜　

日�
　

第
２
種

１０

１０

１２

▽
と
こ
ろ　

ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ
（
秋

　

田
市
）

▽
受
付
期
間　

９
月
４
日�
〜　

日
１９

　
�▽

受
講
料　

３
万
３
千　

円
８０

※
申
請
書
は
左
記
ま
た
は
市
消
防
本

部
予
防
課
へ
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

▽
申
請
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
�
県
消
防
設
備
保
守
協
会
（�
０

　

１
８　�
　
８
３
５　�
　
５
８
８
０
）

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
へ
就

職
を
希
望
さ
れ
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

▽
と
き　

９
月　

日�
〜　

日�

２０

２８

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

由
利
本
荘
市
内

▽
定
員　

先
着　

人
１０

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

９
月　

日�
ま
で
、
県
立
秋
田
技

１４

　

術
専
門
校
（�
０
１
８　�
　
８
９
５

　
　�
　
７
１
６
６
）

韓
国
医
食
同
源
に
親
し
む
会

　

防
課
（�
　
　�
　
４
２
８
２
）、
本

２２

　

荘
消
防
署
（�
　
　�
　
０
０
１
１
）、

２２

　

矢
島
消
防
署
（�
　
　�
　
２
１
１
１
）

５５

秋
田
花
ま
る
っ
住
宅
セ
ミ
ナ
ー

　

県
で
は
、「
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
進
め
方
」
に
つ
い
て
の
講
演
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な
ど
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　

９
月　

日�
　

午
後
１
時

１６

　
　

分
〜

３０
▽
と
こ
ろ　

秋
田
県
労
働
会
館

※
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
無
料

▽
定
員　
　

人
程
度

１００

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

９

　

月　

日�
ま
で
、
県
建
築
住
宅
課

１５

　
　
（�
０
１
８　�
　
８
６
０　�
　
２
５
６

　

１
）

※
大
館
市
や
横
手
市
で
も
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

暮らしのお知らせ

第　

回
由
利
本
荘
・
に
か
ほ

２５
市
民
医
学
講
座　
　
　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
登
録
説
明
会　
　
　
　

２
０
０
６
南
極
フ
ェ
ア
開
催　
　

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

甲
種
防
火
管
理
再
講
習　

秋
田
花
ま
る
っ
住
宅
セ
ミ
ナ
ー

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
科
の

講
習
を
行
い
ま
す　
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市
総
合
体
育
館
休
館
日�

敬
老
の
日�

秋
分
の
日�

第
　
回
ア
イ
・
ア
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
絵
画
展
　
９
時
〜
　
時�

（
〜
　
日
ま
で
）�

全
日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
国
体
リ
ハ
ー�

サ
ル
大
会
　
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
ほ
か
）�

25
11

17

文�

川
中
美
幸
コ
ン
サ
ー
ト
　
入
場
料
あ
り
　
①
　
時
〜
②
　
時
　
分
〜�

�

14

18

30

文�

「
高
嶋
ち
さ
子
　
　
人
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
た
ち
」
コ
ン
サ
ー
ト�

入
場
料
あ
り
　
　
時
〜
　
時�

14
12

16

文�

第
　
回
本
荘
由
利
地
区
医
学
講
座
　
　
時
〜
　
時
　
分�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会
　
登
録
料
あ
り�

　
時
〜
　
時
　
分�

25

14

16

30

14

15

30

文�

ア�

北
中
学
校
定
期
演
奏
会
　
　
時
〜
　
時
　
分�

ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室
　
参
加
料
あ
り
　
　
時
〜
　
時�

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
　
銃
剣
道
競
技
　
８
時
　
分
〜
　
時�

道
川
海
岸
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
　
　
時
　
分
〜
（
岩
城
会
館
）�

16

14

16
17

35

30

13

13

30

文�

ア�
総�

池
坊
由
利
本
荘
支
部
花
展
　
９
時
〜
　
時
（
〜
　
日
ま
で
）�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」�

９
時
〜
　
時�

映
画
上
映
「
作
品
未
定
」 

入
場
料
あ
り 

　
時
〜
　
時
　
分
ほ
か�

大
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
／
柔
道
競
技
　
８
時
〜
　
時�

第
１
回
や
ま
ぶ
き
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
（
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）�

16

18

15

11

12

50
17

文�

ア�

ア�
総�

文�

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
年
金
友
の
会
総
会
　
　
時
〜
　
時�

全
日
本
選
手
権
大
会
（
ク
レ
ー
射
撃
・
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会�

〜
　
日
　
県
総
合
射
撃
場
）�

16

14

18

文�

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
〜
　
日
）�

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」 

　
時
〜
　
時�

30

10

13

第
６
回
鳥
海
山
ろ
く
お
ば
こ
ハ
イ
ク
（
由
利
地
域
）�

家
庭
教
育
講
座
「
子
育
て
・
子
育
ち
・
親
育
ち
」
②
　
　
時
　
分
〜
　
時�

15

30

13

公�

大
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
　
剣
道
競
技
　
９
時
〜
　
時�

平
成
　
年
度
ち
び
っ
子
県
民
交
流
会
　
８
時
〜
　
時�

18

13

15

総�

総�

家
庭
教
育
講
座
「
子
育
て
・
子
育
ち
・
親
育
ち
」
③
　
　
時
　
分
〜
　
時�

15

30

13

公�

　

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
高
原
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

　

▽
出
店
（
や
ま
ゆ
り
、
午
前　

時　

分
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（　

１０

３０

１０

　

時　

分
）、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
（
に
か
ほ
ウ
イ
ン
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
／
吹

３０

　

奏
楽
演
奏
、
正
午
）、
変
形
自
転
車
レ
ー
ス
（
午
後
１
時　

分
）　

※
雨
天
中
止

３０

問
い
合
わ
せ
先
／
市
観
光
協
会
由
利
支
部
（�
　
　�
　
２
１
１
４
）

５３

会
場
／
道
の
駅
に
し
め
・
イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容
／
西
目
特
産
品
の
「
わ
い
化
り
ん
ご
」
と
加
工
品
の
販
売
や
、
農
家
に
よ

　

る
直
売
を
通
し
、行
楽
客
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。
期
間
中
の

　

第
２
・
４
日
曜
日
に
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
道
の
駅
周
辺
花
畑
実
行
委
員
会
（
道
の
駅
に
し
め�
　
　�
　
4

３３

　

２
６
０
）

会
場
／
本
荘
八
幡
神
社
・
本
荘
の
市
街
地

内
容
／
歴
代
の
藩
主
が
崇
拝
し
た
と
い
う
本
荘
八
幡
神
社
の
祭
礼
。
見
ど
こ
ろ

　

は
、
江
戸
時
代
の
絵
巻
物
を
再
現
し
た
古
式
に
な
ら
っ
て
行
わ
れ
る
「
大
名

　

行
列
」。
本
荘
藩
か
ら
江
戸
へ
出
向
く
参
勤
交
代
を
再
現
し
た
も
の
で
、　
１０

　

万
石
の
格
式
を
有
す
る
と
言
わ
れ
、「
エ
イ
サ
レ
、
ヨ
エ
サ
」「
エ
イ
ヤ
ト
、

　

マ
カ
サ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
市
観
光
協
会
本
荘
支
部
（�
　
　�
　
６
３
４
９
）

２４

会
場
／
友
水
公
園
（
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
裏
）

内
容
／
清
流
子
吉
川
を
舞
台
に
釣
り
を
通
し
て
日
ご
ろ
の
腕
前
を
競
い
合
い
な
が
ら
、

　

楽
し
く
一
日
を
過
ご
し
ま
し
よ
う
。
優
秀
者
に
は
賞
品
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
市
観
光
協
会
本
荘
支
部
（�
　
　�
　
６
３
４
９
）

２４

�
発　

表　
　

月
下
旬
こ
ろ
、
市
ホ
ー

１０

　

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
入
賞
者
に
は
直

　

接
通
知
し
ま
す
。

�
賞　

特
選　

１
点
、
入
選　

数
点

�
展　

示　

矢
島
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

　

ン
セ
ン
タ
ー
（
鳥
海
山
ろ
く
線
矢
島

　

駅
）

�
そ
の
他　

作
品
は
市
観
光
協
会
矢
島

　

支
部
で
管
理
し
、
返
却
は
い
た
し
ま

　

せ
ん
。

　

※
応
募
作
品
の
使
用
権
は
市
観
光
協

　
　

会
矢
島
支
部
に
あ
る
も
の
と
し
、

　
　

広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ポ
ス

　
　

タ
ー
そ
の
他
宣
伝
用
に
使
用
さ
せ

　
　

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

　
　

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま

　
　

す
。
ま
た
、
ネ
ガ
な
ど
を
提
出
し

　
　

て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先　

市
矢
島
総
合
支
所

　

産
業
課
内 
市
観
光
協
会
矢
島
支
部

　
�
　
　�
　
４
９
５
３

５５

り
ん
ご
ま
つ
り

八
幡
神
社
祭
典
・
大
名
行
列

　

昨
年
の
八
幡
神
社
祭
典
か
ら　

９
月　

日
１０

日

　

月　

日

１１

１２

日

〜

９
月　

日
１７

日

は
ぜ
釣
り
大
会

　

月
１
日

１０

日

広報ゆりほんじょう ２８

文�

ア
ル
ベ
ル
ト
コ
ン
サ
ー
ト
　
入
場
料
あ
り
　
　
時
　
分
〜
　
時
　
分�

30

30

20

18

全
日
本
社
会
人
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
（
国
体
リ
ハ
ー�

サ
ル
大
会
　
〜
　
日
　
県
総
合
射
撃
場
）�

10

市
総
合
体
育
館
休
館
日�

文�

第
１
回
由
利
本
荘
市
社
会
福
祉
大
会
　
　
時
　
分
〜
　
時
　
分�

16

30

30

13

文�

第
　
回
児
水
会
展
　
９
時
〜
　
時
（
〜
　
日
ま
で
）�

17

59

12
文�

芸
術
鑑
賞
教
室
／
中
学
生
　
ア
フ
リ
カ
体
験
コ
ン
サ
ー
ト�

「
ア
ク
ワ
バ
」 

９
時
　
分
〜
　
時
ほ
か�

11

30

芸
術
鑑
賞
教
室
／
中
学
生
　
ア
フ
リ
カ
体
験
コ
ン
サ
ー
ト�

「
ア
ク
ワ
バ
」 

９
時
　
分
〜
　
時�

11

30

文�

　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文� ア� 総�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会
　
登
録
料
あ
り�

　
時
〜
　
時
　
分�

一
般
開
放
日
　
９
時
〜
　
時�

30

21

19

18

ア�

総�

第
　
回
市
民
ボ
ー
ト
大
会
「
子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
２
０
０
６
」�

８
時
　
分
〜�

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
　
総
合
予
行
　
８
時
〜
　
時�

第
　
回
天
鷺
ワ
イ
ン
ま
つ
り
　
　
時
　
分
〜
（
高
城
城
址
公
園
）�

第
１
回
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
ぽ
ぽ
ろ
広
場
）�

30

20

30

11

14 27

ア�

総�

文�

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
発
表
会
　
９
時
　
分
〜
　
時
（
〜
　
日
ま
で
）�

本
荘
由
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
種
目
別
交
流
大
会
　
卓
球
競
技�

８
時
〜
　
時�

18

10

30

20

総� 文�

第
　
回
由
利
高
校
民
謡
部
発
表
会
　
入
場
料
あ
り�

　
時
〜
　
時�

佐
々
木
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
　
会
費
あ
り�

　
時
　
分
〜
　
時�

秋
田
県
大
会
／
空
手
競
技
　
８
時
〜
　
時�

16

12
34

30

17

13

17

ア�

総�

公�

家
庭
教
育
講
座
「
子
育
て
・
子
育
ち
・
親
育
ち
」
①
　
　
時
　
分
〜
　
時�

15

30

13

公�

文�
文�

芸
術
鑑
賞
教
室
／
小
学
校
低
学
年
　
影
絵
芝
居�

「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
」 

９
時
　
分
〜
ほ
か�

　
墨
友
会
本
荘
教
室
展
　
９
時
〜
　
時
（
〜
４
日
ま
で
）�

30

17

会
場
／
矢
島
地
域
一
円

内
容
／　

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、
矢
島
神
明
社
の
祭
典
。
五
穀
豊
穣
を
祝
い
、

４００

　

人
々
の
無
病
息
災
を
願
う
矢
島
地
域
最
大
の
お
祭
り
。
土
曜
日
の
宵
宮
に
は

　

神
楽
太
鼓
の
音
が
響
き
、
祭
り
当
日
に
は
六
丁
の
山
車
が
み
こ
し
と
と
も
に

　

町
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
市
商
工
会
矢
島
支
所
（�
　
　�
　
２
２
０
６
）

５６

会
場
／
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容
／
民
謡
の
里
「
お
お
う
ち
」
で
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
平
成
９
年
か

　

ら
全
国
大
会
を
開
催
し
、
毎
年　

人
以
上
の
参
加
を
得
て
大
賞
・
高
齢
・
年

１００

　

少
の
３
部
門
で
自
慢
の
の
ど
が
競
わ
れ
ま
す
。
入
場
料
は　

円
。（
中
学
生

５００

　

以
下
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先
／
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
大
内
教
育
事

　

務
所
生
涯
学
習
課
内�
　
　�
　
２
２
１
０
） 

６５

会
場
／
南
由
利
原
高
原
青
少
年
旅
行
村
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
前
）

内
容
／
鳥
海
山
を
望
む
、
広
大
な
南
由
利
原
。
秋
に
は
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ

　

ス
の
花
が
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
咲
き
乱
れ
、青
空
と
の
コ
ン
ト
ラ

　

ス
ト
が
見
事
で
す
。
期
間
中
の　

日
、
由
利
牛
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
出
店
や

１７

 
八  
朔 
ま
つ
り

は
っ 

さ
く

�
題　

材　

９
月
９
日�
〜　

日�
に

１０

　

開
催
さ
れ
る
「
八
朔
ま
つ
り
」（
宵

　

宮
含
む
）
を
対
象
と
し
た
、
未
発
表

　

の
作
品
。

�
作　

品　

カ
ラ
ー
･
モ
ノ
ク
ロ
と
も

　

四
つ
切
り
プ
リ
ン
ト
（
長
辺
の
寸
法

　

は　
�
以
内
）
で
単
写
真
に
限
り
ま

３７

　

す
。
パ
ソ
コ
ン
で
の
出
力
は
可
と
し

　

ま
が
、
極
端
な
画
面
の
デ
ジ
タ
ル
処

　

理
は
禁
止
し
ま
す
。

　

作
品
の
裏
面
に
、
題
名
・
住
所
・
氏

　

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

�
応
募
出
品
数　

１
人
２
点
ま
で
。

�
締
め
切
り　

本
年
９
月　

日�
到
着

２９

　

分
ま
で
。

�
送
り
先　

〒　
　�
　
０
４
０
２　

由

０１５

　

利
本
荘
市
矢
島
町
矢
島
町　
　

市
矢

２０

　

島
総
合
支
所　

産
業
課
内
「
八
朔
ま

　

つ
り
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
」（
必
ず

　

明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

鳥
海
高
原
秋
ま
つ
り
「
南
由
利
原
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」

第　

回
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会

１０
９
月
９
日
土

午
前
９
時
〜

９
月
９
日
土

〜　

日
１０

日

９
月
９
日
土

〜　

日
２４

日



広報ゆりほんじょう３１

■訂正・おわび
　８月１５日号広報２７�の「お誕生」の中で、井戸尻の
加川流音ちゃんは「琉音ちゃん」の誤りでした。訂正
し、おわびいたします。

■社交ダンス無料講習会

▽とき…９月２９日�　午後７時～８時３０分

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム体育館

▽内容…ジルバ、ボックス、ルンバ

▽持ち物…室内用靴、ハンカチ

▽問い合わせ先…鎌田さん（�２３－３１３０）
■本荘由利地区吹奏楽祭
　　「大いなる秋田」を一緒に歌ってみませんか !?
　秋田県が全国に誇る吹奏楽と合唱のための名曲「大
いなる秋田」を一緒に歌ってくださる方を募集してい
ます。

▽とき…１０月８日�　　 ▽ところ…本荘文化会館　

▽内容…指揮：岡田友弘さん、合唱指導：奥村美恵子
　　さん、吹奏楽演奏：由利吹奏楽団、仁賀保吹奏楽
　　愛好会ほか
※事前に練習会を予定しています。

▽申し込み・問い合わせ先…矢島高校猪股さん（�５５
　　－３０３１）
■フリーマーケット参加者募集
　第８回県立大学大学祭「潮風祭」にて行います。潮
風祭の毎年恒例のイベントです。

▽とき…１０月２１日�、２２日�　午前１０時～午後６時

▽ところ…県立大学本荘キャンパス　　 ▽参加費…無料
※１枠２ｍ×２ｍです。１人２枠までとなっています。
　両日とも、先着３０人。（予定）

▽問い合わせ先…県立大学本荘キャンパス大学祭「潮
　　風祭」実行委員会（�２３－３１７９）、
　　Ｅメール：chofusai@akita-pu.ac.jp

〈８月１日～１８日受付分〉

齊　藤　 櫂 　 人 ちゃん（哲　太さん）水林　
かい と

佐　藤　 煌 　 心 ちゃん（春　樹さん）薬師堂
こう しん

木　村　 日 　 彦 ちゃん（州　孝さん）石脇
あき ひこ

今　野　　　 凛 ちゃん（貴　哉さん）石脇
りん

武　田　　　 翔 ちゃん（一　真さん）館
しょう

齋　藤　　　 花 ちゃん（　佑　さん）石脇
はな

加　藤　 飛 　 良 ちゃん（　明　さん）川口
ひ ら

三　浦　 晴 　 輝 ちゃん（大　輔さん）石脇
はる き

畠　山　 七 　 樹 ちゃん（博　之さん）石脇
かず き

�　田　 光 　 流 ちゃん（　晃　さん）石脇
ひか る

鈴　木　 咲 　 也 ちゃん（鉄　也さん）石脇
さく や

大　井　 緋 　 莉 ちゃん（克　友さん）石脇
あか り

吉　田　 涼 　 夏 ちゃん（金　男さん）石脇
すず か

阿　部　 心 　 優 ちゃん（和　弘さん）赤沼町
み ゆ

藤　原　 平 　 羅 ちゃん（伸　也さん）矢島町矢島町
たい ら

三　浦　 優 　 琴 ちゃん（龍　平さん）矢島町元町
ゆう き

三　浦　 陽 　 菜 ちゃん（繁　徳さん）矢島町元町
ひ な

�　橋　 聖 　 奈 ちゃん（正　人さん）矢島町城内
せ な

徳　山　 天 　 音 ちゃん（　淳　さん）岩城亀田亀田町
てん ね

�　橋　 蕾 　 壬 ちゃん（八　丸さん）岩城勝手
らい じん

宮　崎　 侑 　 弥 ちゃん（　学　さん）葛岡
ゆう や

朝　岡　　　 凪 ちゃん（早　世さん）西目町出戸
なぎ

佐　藤　　　 碧 ちゃん（智　和さん）西目町出戸
みどり

（　）は保護者

おくやみ申し上げます

〈８月１日～１８日受付分〉
小　野　キヨミさん（７４歳）川口
佐　藤　　　彊さん（６８歳）船ヶ台
�　橋　源一郎さん（６３歳）大鍬町
齋　藤　幸　子さん（６５歳）小人町
工　藤　カネヨさん（６８歳）大浦
金　子　　　博さん（８０歳）藤崎
猪　股　サ　タさん（８７歳）雪車町
三　浦　タツ子さん（７６歳）御門町
阿　部　ノ　リさん（９１歳）玉ノ池
今　野　タ　ミさん（８９歳）石脇
工　藤　かおるさん（３８歳）御門
佐　藤　　　衛さん（７４歳）二番堰
武　田　　　一さん（８９歳）桶屋町
大　澤　冨士朗さん（７５歳）川口
齋　藤　喜　一さん（６４歳）赤沼下
豊　島　荘治朗さん（８３歳）矢島町新荘
佐　藤　ハ　ツさん（７３歳）矢島町城内
佐々木　　　元さん（６９歳）矢島町城内

小　松　ハナヨさん（７９歳）矢島町城内
池　田　ハ　ナさん（９１歳）岩城勝手
三　浦　勝　夫さん（７０歳）岩城内道川
茜　屋　輝　雄さん（５１歳）岩城赤平
木　村　ノ　ブさん（８９歳）岩城冨田
阿　部　直　和さん（５４歳）前郷
片　倉　チ　ヨさん（７７歳）前郷
村　上　彦右エ門さん（８２歳）川西
阿　部　ハツ子さん（６７歳）羽広
小笠原　　　寛さん（７６歳）松本
佐々木　美　子さん（７７歳）平岫
畠　山　セツ子さん（８３歳）羽広
石　井　榮　次さん（８１歳）岩谷麓
山　本　井　ヲさん（９５歳）及位
菊　地　義　春さん（５６歳）中田代
佐々木　美和子さん（７６歳）西目町出戸
小　杉　チ　ヤさん（８３歳）西目町沼田
佐　藤　キ　ミさん（９０歳）鳥海町下川内
高　橋　セツヨさん（７６歳）鳥海町上笹子
佐　藤　嘉　之さん（３２歳）鳥海町小川
三　舩　キ　ヱさん（７９歳）鳥海町小川

広報ゆりほんじょう ３０

　

お
子
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ん
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孫
さ
ん
の
と
っ
て
お
き

の
写
真
を
広
報
に
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

広
報
広
聴
課
で
は
、
子
ど
も
の
笑
顔
写
真

を
募
集
し
て
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と
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■
申
し
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か
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広
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課
へ
（
あ
て
先
な
ど
は
裏
表
紙
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記
載
し
て
い
ま
す
）。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
紙
面
の
都

　

合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■第５９回児水会展　　　　　　

▽とき…９月７日�～１２日�
　　午前１０時～午後６時（最終日は午後５時まで）

▽ところ…本荘文化会館地下会議室

▽問い合わせ先…佐藤さん（�２８－２１１６）
■子育てサークル「さくらんぼ」会員募集

▽とき…９月８日�、２０日�、２６日�　午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館

▽対象…入園前までの乳幼児と親、祖父母

▽問い合わせ…和田さん（�２４－３９３３）
■仲秋の名月に集う「月見の宴」
　仲秋の名月を見ながら秋の夜長を、歌と踊りで心と
体を癒してみませんか。

▽とき…９月８日�　午後６時開演、月の出時刻午後６
　　時１９分

▽ところ…子吉川「せせらぎパーク」河川敷

▽内容…吹奏楽の演奏、舞踊、女性合唱団の合唱、踊
　　り、尺八の演奏　　※雨天中止

▽問い合わせ先…木谷さん（�２２－２４５５）
■第７回愛和ケアリフォームセミナー

▽とき…９月９日�　午後０時５５分～３時５５分

▽ところ…アクアパル１階多目的ホール

▽会費…無料（お茶・お菓子付き）　　 ▽定員…２００人

▽申し込み・お問い合わせ…９月５日�まで、愛和商
　　事㈱（�２２－７５５７）
■第１１回由利本荘市・にかほ市スポーツ少年団
　種目別交流会「卓球競技」 

▽とき…９月９日�　午前８時３０分監督会議、９時開会式

▽ところ…市総合体育館

▽参加資格…本市または、にかほ市内で１８年度スポー
　　ツ少年団登録をしている団とその団員（４年生以
　　下でもＯＫ）。スポーツ傷害保険等に加入している
　　こと。

▽試合方法…男女別団体戦（５シングル）、１１点５セッ
　　トマッチ、②５人以上１チーム

▽参加料…１チーム２，０００円（当日会場で支払い）

▽ 申し込み先…〒０１５－０８１７　由利本荘市中町１０　㈱
　　本間印刷所内　本荘由利卓球協会宛

▽問い合わせ先…篠田さん（�０９０－８６１５－４４５３）
■西目中学校・巨大壁画制作体験会

▽とき…９月１６日�　午前１０時～１１時４０分
▽ところ…西目中学校食堂

▽内容…西目中学校文化祭名物の巨大壁画の作り方の
　　説明を聞き、実際に制作します。牛乳パックに色
　　紙を貼る付ける簡単な作業です。

▽申し込み・問い合わせ先…９月１３日�まで、西目中
　　学校（�３３－２３０４）
■第４１回池坊いけ花由利本荘支部花展

▽とき…９月１７日�、１８日�　午前９時～午後４時

▽ところ…本荘文化会館　地下会議室

▽問い合わせ先…吉川さん（�２２－７１８０）

※１０月１日号掲載希望の原稿は９月１５日（金）が締め切りです。

■「声の広報」のための音訳講座参加者募集

▽とき…１０月３日�、４日�　午前１０時～正午

▽ところ…鶴舞会館　第１学習室

▽対象…声の広報に関心がある方
※音訳が初めての方、一緒に始めましょう

▽内容…広報ゆりほんじょうを声で伝える

▽申し込み・問い合わせ先…９月２９日�まで、那須さ
　　ん（�・ＦＡＸ２３－２１７０）


